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A Nano-technology Project by The Institute of Engineering, Kanto Gakuin University, Chosen as the
2005 High Technology Maintenance Planning under Ministry of Education and Science
By Professor Hitoshi Kato, Department of Electric-Electronic Information Engineering

A Nano-technology Project submitted by The Institute of Engineering, Kanto Gakuin University, has been
chosen as one of the technology maintenance planning for the academic year of 2005 under the auspices
of Ministry of Education and Science.  Ten faculty members of the College of Engineering have been
involved in this project.  Its theme is development of nano-scale structure creative technology entering
our visual range of next generation high density electronic circuit technology.
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ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
、
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
（
原
子
10
個
分
の
長
さ
に
相
当
）
の

大
き
さ
の
人
工
的
な
物
質
を
創
る
こ
と
に

よ
り
、
い
ま
ま
で
に
な
か
っ
た
機
能
を
も

つ
材
料
を
創
製
し
、
様
々
な
科
学
技
術
の

分
野
に
画
期
的
な
進
展
を
も
た
ら
そ
う
と

す
る
最
先
端
技
術
で
す
。
本
学
の
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
次
世
代
の
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し

て
、
必
要
不
可
欠
な
超
高
密
度
電
子
回
路

に
着
目
し
、
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
配
線
技
術
、

パ
タ
ー
ン
ニ
ン
グ
の
創
製

技
術
、
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の

導
線
（
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
）
開

発
、
お
よ
び
ナ
ノ
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
で
動
作
す
る

デ
バ
イ
ス
、
セ
ン
サ
ー
の

創
製
技
術
の
開
発
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
遂
行
を
通
し
、
先

端
技
術
を
担
う
一
角
と
し

て
、
本
学
の
ナ
ノ
テ
ク
技

術
研
究
成
果
を
内
外
へ
示

し
、
こ
の
分
野
へ
大
き
く

Ⅰ
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
と
背
景

関
東
学
院
大
学
工
学
部
の
10
名
の
教
員

か
ら
な
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
2
0
0
5

年
に
文
部
科
学
省
か
ら
、
最
先
端
研
究
分

野
の
研
究
を
実
施
す
る
「
ハ
イ
テ
ク
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
現
在
様
々
な

分
野
で
、
注
目
さ
れ
て
い
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
い
う
最
先
端
分
野
で
す
。

ハイテク・リサーチ・センター研究装置・設備配置図（工学部新棟）
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研
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本
間
英
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教

授
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湿
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ナ
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
と
し
、
工
業
化
学
専
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松
井

和
則
教
授
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ナ
ノ
光
デ
バ
イ
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影
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俊
文
教
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材
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山
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嗣
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電
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化
学
ナ
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材
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大学院工学研究科　ナノテク研究プロジェクト

文部科学省平成17年度
「ハイテク・リサーチ・センター整備事業」に選定される
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エ
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面
原
子
配
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査
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ン
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子
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鏡
S
T
M
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｢次世代超高密度電子回路技術を視野に入れたナノスケール構造体の創製技術の開発｣



2006年3月完成予定の工学部新棟（完成予想図）

西
博
明
教
授
（
ナ
ノ
材
料
創
製
添
加
剤
開

発
）、
小
岩
一
郎
教
授
（
湿
式
ナ
ノ
パ
タ

ー
ン
ニ
ン
グ
）、
電
気
工
学
専
攻：

難
波

典
之
教
授
（
ナ
ノ
セ
ン
サ
ー
）、
平
松
友

康
教
授
（
ナ
ノ
薄
膜
材
料
）、
加
藤
ひ
と

し
教
授
（
有
機
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
、
有
機
ナ
ノ

デ
バ
イ
ス
）、
島
田
和
宏
助
教
授
（
ナ
ノ

材
料
理
論
物
性
）
の
10
名
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
関
連
分
野
研
究
者
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ⅲ
ナ
ノ
領
域
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー

建
設
中
の
工
学
部
新
棟
内
へ
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
研
究
装
置
・
設
備

を
集
中
配
備
し
、
内
外
に
誇
れ
る
先
端
技

術
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
ハ
イ
テ
ク
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
の
構
築
を
進
め
て
い

ま
す
。
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創立125周年記念ロゴ・デザインコンセプトについて

2009年に関東学院は、1884年、横浜山手に創立の横浜バプテスト神学校から数えて125周年を迎えます。2009
年は横浜開港150周年の年でもあり、4年先のことですが、その年を一つの目標として学院事業を展開して行
くことになります。これを記念して「創立125周年記念ロゴ」を制作しました。このロゴのデザインは、120
周年の際に制作したものと基本的には同じですが、そのデザインの「120th」を「125th」に置き換え、4年
前から使用できるように「1884～2009」を加えました。このデザインコンセプトは、次のとおりです。関東
学院各校の校章は、オリーブをモチーフにしているので、周年記念のシンボルとしても採用しました。そし
て何より建学の精神を端的に表す言葉、「人になれ　奉仕せよ」をシンボリックな言葉としてモチーフに加
えました。ロゴの色は、スクールカラーのオリーブグリーンに加え、海を表すマリンブルーとの2色です。
学院になじみのある海のイメージが、白い波のラインで強調され、さわやかな躍動感を感じさせます。

関東学院学報●No.30
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Ⅳ
今
後
の
展
開

ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
展
開
と
し
て
、
現

在
、
定
期
的
に
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
研
究
会
を
行
い
、
研
究
テ
ー
マ

の
達
成
へ
向
け
て
メ
ン
バ
ー
間
の
密
接
な

研
究
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学

外
の
研
究
者
、
外
国
の
研
究
者
も
交
え
た

研
究
成
果
の
報
告
会
と
し
て
、w

o
rk

sh
op

の
学
内
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
の
研
究
は
、

イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
、
関
東
学
院
大
学

の
こ
の
分
野
で
の
成
果
は
、
最
先
端
の
学

問
領
域
の
み
な
ら
ず
産
業
界
へ
の
貢
献
も

期
待
さ
れ
る
の
で
、
表
面
工
学
研
究
所
と

の
協
力
体
制
つ
く
り
も
急
い
で
い
ま
す
。

工
学
部
　
電
気
電
子
情
報
工
学
科

教
授
　
加
藤
ひ
と
し
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Planning and Design of The Frontier Center by Technique for Living Together in Environment 
By Professor Masanobu Yuzawa, Department of Architecture

The Frontier Center by Technique for Living Together in Environment is the building which has been
repaired the 36 years old building.  The process itself of the regeneration of the building is a research
subject.  Its design concept is making campus landscape by memory succession of the present building
and integration of technique for living together in environment and architectural space such as double
skin and solar chimney.

環境共生技術
フロンティアセンターの
計画・設計
工学部建築学科教授 湯澤正信

環境共生技術フロンティアセンターは学術フロンティア研究の中

心施設として建設された。本研究は環境負荷低減型都市の構築を目

指し、環境共生技術による既存建物の長命化の技術の開発・検証を

目的としている。築36年の大沢記念建築設備工学研究所の施設を対

象とし、その再生・改修（一部増築）のプロセスそのものが研究であ

り、通常の施設建設とはかなり異なった様相を持っている。

計画に際して２つの課題を設定した。1つは施設の現代化で、実験

室としての可変性や熱的環境の向上、研究者の交流の場づくり等、

今日的な研究所のあり方を追求する。第2は安全の課題である。新耐

震以前の建物であったが、躯体コンクリートは幸い中性化も進まず

強度も高かったので、耐力が不足する構面に壁を打ち増し耐震壁と

した。また、仕上材、配線・配管、サッシの更新等の耐久性向上を

計った。

デザインコンセプトとして、第1に既存建物の記憶の継承によるキ

ャンパス景観づくりがある。既存建物は上階でオーバーハングした

形態に特徴があり、3階においてこれを継承することとした。力強い

RCフィーレンディールトラスが左右にオーバーハングされ、道路か

らのランドマーク性を得ている。

第2に環境共生技術と建築空間との統合である。西面は学生食堂前

のテラスに面し、ここを学生や教職員の憩いの場として楽しい壁と

したかった。一方、ここに面する室内は熱的に劣悪であった。それ

で明るく透明なガラス面（ダブルスキン）と、バラによる壁面緑化と

いう熱的環境を整える2つの現代的な外皮を提案した。

ダブルスキンは建物の外壁を二重に作り室内環境を好ましいもの

とする。奥行きが通常より広く取れ、夏場の換気による熱除去がか

なり期待でき、サッシを廉価な普通ガラスで済ますことができた。

冬場は2重ガラスと同じ断熱効果を出す。

西面手前にはワイヤを張り、屋上と地面から2種類のバラを這わせ

る。バラは冬に落葉し夏冬の日射調整となる。ここでは緑化の日射

遮蔽や蒸散作用等の工学的効果のみでなく、もっと根源的に人を和

ませてくれる力を期待し、キャンパスの環境整備に役立てたいと思

った。これを機に「バラの花一杯キャンパス計画」運動を始めている。

4階を研究・実験の活動拠点＝アトリウムとし、天井スラブの一部

を取り除きトップライトを設けた。ここからの光はRC壁に蓄熱さ

れ、夜間の冷気を温度差で呼び込み建物内に貯まった熱気を逃すソ

ーラーチムニーとなる。

a

a. 再生後外観：学生食堂前広場への表情
b. 再生前建物
c. 既存建物に付加された環境共生要素cb

文部科学省 平成16年度 学術フロンティア推進事業
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The Goal of the University Contributing to Society through Contests

In order to contribute to society, KGU holds two contests every year.  One is the KGU Poetry Contest for
senior high school students in Japan.  The other is the Essay Contest on the theme of : My Best Teacher
(for junior high school students and above).

KGU is aiming to become a university which contributes to society, based on the school motto of “Be a
man, Serve the World”. 

一
つ
は
2
0
0
4
年
か
ら
始
め
た
「
高

校
生
の
詩
〜
伝
え
た
い
こ
の
想
い
〜
」
コ

ン
テ
ス
ト
で
す
。
こ
れ
は
全
国
の
高
校
生

を
対
象
に
広
く
創
作
詩
を
募
集
す
る
企
画

で
す
。
第
1
回
は
、
1
3
5
5
名
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
第
2
回
は
、
多
く
の
高
校
、
生

徒
さ
ん
の
ご
支
持
を
得
て
、
3
4
9
2
名

も
の
生
徒
さ
ん
か
ら
作
品
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
企
画
の
特
長
は
、
日
本
語
部

門
に
加
え
英
語
部
門
が
あ
る
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
今
年
か
ら
始
め
た

「
心
に
の
こ
る
最
高
の
先
生
」
エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
こ
ち
ら
の
方
は
さ

ら
に
広
く
、
全
国
の
中
学
生
か
ら
一
般

ま
で
を
対
象
に
創
作
エ
ッ
セ
イ
を
募
集

す
る
企
画
で
す
。
申
し
込
み
締
め
切
り

が
こ
の
学
報
の
発
行
日
に
近
い
た
め
応

募
件
数
は
お
知
ら
せ
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
企
画
の
特
長
は
、
中
学
生
・
高
校
生

部
門
と
一
般
（
大
学
生
含
む
）
の
二
部

門
が
あ
る
こ
と
、
毎
日
新
聞
社
が
共
催

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

関
東
学
院
大
学
は
現
在
、
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
に

二
つ
の
コ
ン
テ
ス
ト
企
画
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

心にのこる 
最高の先生 
心にのこる 
最高の先生 

あなたの生の声を「エッセイ」に託してください。 

◎テーマ「心にのこる最高の先生」 応募締切◎2005年9月9日（金）消印有効 

関東学院大学「心にのこる最高の先生」（ＭＢＴ）プロジェクト実行委員会 

　今日、教育は深刻な問題を抱えています。簡単に答えは出せそうにありま
せん。そういうときは、原点に帰ることが大切です。教育の原点、それは言う
までもなく、人間です。教える先生も、教わる生徒も、人間として向き合えてい
るでしょうか。 
　これを考えるために、私たちは、あなたにとって「心にのこる最高の先生」が、
どんな先生であったのか、という問いを発します。どうかあなたの「心にのこる
最高の先生」を語ってください。 
　「人になれ 奉仕せよ」の校訓を持ち、教育に真剣に取り組む本学は、こ
の企画を通して、教育機関としての社会的使命を果たしたいと願っています。 

中学生・高校生および一般（含む大学生） 
 
【中学生・高校生部門】 
  最優秀賞（2篇）…学習奨励金  10万円 
  優 秀 賞（3篇）…学習奨励金  03万円 
【一般部門】 
  最優秀賞（2篇）…生涯学習奨励金  10万円 
  優 秀 賞（3篇）…生涯学習奨励金  03万円 
【両部門】 
  佳　作（若干名）…図書券　5千円分 
※各賞の受賞者数は応募作品数により若干変動す
ることがあります。 

※応募作品は返却しません。なお、応募作品の版権
は関東学院大学に帰属します。 

※作品中に特定の個人名を記載する場合には、個
人情報の保護についてご注意ください。 

 
中学生・高校生部門と一般部門の2部門で募集しま
す。応募は各部門に1人1篇まで。未発表で本人が
創作した作品に限ります。字数は横書き2,400字
以内。行数など、形式は自由とします。 
 
部門ごとに必要事項を明記の上、作品送付先に送付。 
【中学生・高校生部門】 
氏名・郵便番号・住所・電話番号・学校名 
【一般部門】 
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エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
主
催
で

社
会
に
貢
献
す
る
大
学



来
日
ま
で

ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は
、
来
日
し
て
間
も

な
く
、
一
九
〇
八
年
に
「
学
生
た
ち
に
接

し
て
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。
こ
こ
に
、
博
士
の
日
本
に
お
け
る

主
た
る
関
心
事
と
使
命
感
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
先
ず
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
が

い
く
つ
か
の
学
生
寮
を
開
設
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
寮
監
、

寮
母
、
外
国
人
宣
教
師
が
運
営
に
あ
た
っ

て
い
る
。
グ
レ
セ
ッ
ト
氏
が
そ
の
ひ
と
つ

の
寮
に
関
わ
っ
て
お
り
、
入
寮
希
望
の
男

子
学
生
を
募
っ
て
い
る
。
同
氏
は
、
今
の

と
こ
ろ
三
十
人
の
学
生
の
世
話
を
し
て
お

ら
れ
る
。

新
し
い
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
学
生
寮
の
ひ
と
つ

で
、
私
は
、
毎
週
水
曜
日
の
夕
刻
に
、
バ

イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
を
行
な
っ
て
い
る
。
三
十

人
の
寮
生
の
う
ち
二
十
人
が
こ
の
聖
書
研

究
に
加
わ
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
こ
の

集
ま
り
は
、
学
生
寮
に
住
ん
で
い
る
ウ
ォ

ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
氏
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

を
一
九
〇
七
年
に
卒
業
）
が
始
め
た
。
こ

の
集
ま
り
を
二
分
す
る
こ
と
に
し
た
。
十

人
の
熱
心
な
求
道
中
の
学
生
が
い
る
。
先

週
、
寮
生
た
ち
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
氏

と
私
の
た
め
に
、
歓
迎
会
を
開
い
て
く
れ

た
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
時
を
持
っ
て
い

る
。
…
私
た
ち
は
本
当
に
『
歓
迎
さ
れ
て

い
る
』
こ
と
を
実
感
し
た
。

土
曜
日
の
夕
刻
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
で
行

な
わ
れ
た
学
生
の
集
ま
り
（
文
芸
ク
ラ
ブ
）

で
、
私
は
『
習
慣
の
心
理
学
』
と
題
し
て

講
演
す
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
。
そ
こ
で

グ
レ
セ
ッ
ト
氏
が
二
曲
ピ
ア
ノ
演
奏
を
さ

れ
た
。
二
百
五
十
人
の
学
生
が
出
席
し
て

い
た
。
大
半
の
学
生
が
入
場
料
を
払
っ
て

来
聴
し
て
い
る
。
こ
の
会
合
で
は
、
二
人

の
日
本
人
紳
士
が
素
晴
ら
し
い
英
語
で
挨

拶
し
た
。」

（『
ザ
・
バ
プ
テ
ス
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ

ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
〇
八
年
三
月
号
）

グ
レ
セ
ッ
ト
教
授
は
、
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博

士
よ
り
数
か
月
あ
と
だ
が
、
同
じ
一
九
〇

七
年
に
来
日
し
て
同
じ
く
東
京
学
院
で
教

え
、
後
に
横
浜
に
開
設
さ
れ
た
関
東
学
院

で
教
え
ら
れ
た
。
戦
争
中
も
日
本
に
留
ま

ら
れ
た
先
生
で
あ
る
。

ハ
リ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
タ
ー
・
ベ
ニ
ン
ホ

フ
博
士
は
、
一
八
七
四
年
四
月
八
日
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
ヴ

ィ
ー
ナ
ン
ゴ
市
に
生
れ
た
。
こ
こ
は
ペ
ン

シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
の
北
西
部
に
位
置
す

る
。
五
大
湖
の
ひ
と
つ
、
エ
リ
ー
湖
に
接

し
た
ク
ラ
フ
ォ
ー
ド
郡
に
あ
る
。（
他
の

資
料
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
タ
イ
タ
ス
ヴ

ィ
ル
と
オ
イ
ル
・
シ
テ
ィ
の
間
」
で
あ
る

と
も
い
う
。
そ
う
す
る
と
隣
接
す
る
ヴ
ィ

ー
ナ
ン
ゴ
郡
の
こ
と
に
な
る
。）

父
の
名
は
、
ル
イ
ス
・
ネ
ル
ソ
ン
、
母

の
名
は
、
メ
ア
リ
ー
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ

ク
・
ベ
ニ
ン
ホ
フ
で
あ
る
。
五
男
一
女
の

長
男
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
ベ
ニ
ン
ホ
フ
」

と
い
う
ド
イ
ツ
系
の
姓
は
母
方
の
も
の
で

あ
る
。
一
八
九
一
年
に
彼
は
母
と
死
別
し

て
い
る
。
十
七
歳
の
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

一
年
後
、
ハ
リ
ー
少
年
は
、
自
活
す
る
こ

と
と
大
学
進
学
の
準
備
の
た
め
に
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
の
北
西
部
に
あ
る
ポ
ー
タ
ー

郡
ヴ
ァ
ル
パ
レ
イ
ゾ
に
移
住
し
た
。
一
八

九
二
年
か
ら
一
八
九
六
年
ま
で
、
つ
ま
り

一
八
歳
こ
ろ
か
ら
二
二
歳
こ
ろ
ま
で
、
同

州
の
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
郡
や
、
ヴ
ァ
ー
ミ
リ

オ
ン
郡
の
学
校
で
教
え
る
か
た
わ
ら
、
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
大
学
進
学
の
準

備
を
し
た
。

ベ
ニ
ン
ホ
フ
青
年
は
一
八
九
六
年
に
二

二
歳
で
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ

ブ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
に
入
学
し
た
。
こ
の

大
学
は
、
今
日
で
も
中
西
部
諸
州
の
中
で

評
価
の
高
い
、
小
規
模
な
リ
ベ
ラ
ル
・
ア

ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
の
バ
プ
テ
ス
ト
教
育
協
会
が
、
高
度

な
レ
ベ
ル
の
教
育
を
行
な
う
大
学
の
必
要

を
痛
感
し
て
、
一
八
三
四
年
に
設
立
し
た

も
の
で
あ
る
。

ベ
ニ
ン
ホ
フ
青
年
は
、
一
九
〇
一
年
に
、

同
州
ハ
ワ
ー
ド
郡
コ
コ
モ
出
身
の
ト
ロ
ッ

テ
ィ
ー
・
メ
レ
ル
と
結
婚
し
た
。
彼
女
も

そ
の
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
。

そ
の
同
じ
年
に
、
二
人
は
教
育
宣
教
師

と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ
ン
に
あ

っ
た
ヤ
ン
ゴ
ン
・
バ
プ
テ
ス
ト
大
学
に
派

遣
さ
れ
た
。
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は
大
学
で

は
化
学
と
代
数
を
教
え
た
。
こ
の
大
学
は
、

ア
メ
リ
カ
・
バ
プ
テ
ス
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ

リ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
っ
て
一
八
七
四
年

に
設
立
さ
れ
た
。
わ
が
関
東
学
院
の
前
身
、

横
浜
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
よ
り
も
十
年
早

く
始
ま
っ
た
。
博
士
が
赴
任
し
た
当
時
の

学
生
数
は
、
七
百
人
で
あ
っ
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
お
い
て
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
国
立
大
学

に
次
ぐ
有
力
な
大
学
で
あ
っ
た
。

ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

赴
任
し
て
間
も
な
く
、
一
九
〇
一
年
に
エ

ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
タ
イ
ト

ル
は
「
宣
教
の
た
め
の
三
つ
の
公
理
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
も
、
教
育
に
対
す
る
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
の
熱
情
が
発
露
し
て
い
る
。
そ

の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

盧
一
般
の
人
々
は
、
精
神
的
な
も
の
が

満
た
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
、

悲
惨
な
状
態
に
あ
る
。

盪
私
た
ち
は
、
書
斎
に
閉
じ
こ
も
り
、

東
洋
の
聖
典
の
類
を
学
ん
で
「
ア
ジ

ア
の
光
」
と
題
す
る
論
文
を
書
く
こ

と
も
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
自
分

は
、
宣
教
の
現
場
に
来
て
い
る
。

人
々
の
心
を
真
に
い
や
す
も
の
は
キ

continuation of the further term. They retuned home in 1904 and Dr. H. B.
Bennighoff became pastor at the Valpraiso First Baptist Church 1904-1907.

In 1907 Dr. and Mrs. H. B. Benninghoff were sent to Japan to teach at the
Duncan Baptist  Academy.  This  school  was f irst  started in Tsuki j i ,  the
residence area for foreigners in Tokyo in 1895, and then relocated in central
Tokyo. This is the one of the precursors of the present Kanto Gakuin School

System. It had the purpose of educating young boys in the middle school
and college level. The other was the Baptist Theological Seminary which
started in  Yokohama in  1884.  I t  a imed at  training Japanese Christ ian
ministers and preachers. This school was also relocated to Tokyo and later
merged with the Duncan Baptist Academy. In 1919 it was again relocated to
the central part of Yokohama and reorganized as the present Kanto Gakuin 5

ハリー・Ｂ・ベニンホフ博士
1874－1949

東京学院／教授・学院長

22

1901年当時の
ベニンホフ博士
（27歳）

学
生
た
ち
へ
の
熱
き
思
い



東
京
学
院
の
教
授
・
学
院
長
と
し
て

リ
ス
ト
の
あ
が
な
い
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
宣
教
師
の
働
き
は
と
て
も
大

切
で
あ
る
。

蘯
私
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
若

い
人
た
ち
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ビ
ル
マ
族
、
カ
レ
ン
族
の
子

弟
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
学
校
に
通
い
始

め
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て

は
、
公
認
大
学
は
私
た
ち
の
大
学
と

ヤ
ン
ゴ
ン
国
立
大
学
だ
け
で
あ
る
。

国
立
大
学
は
設
備
は
よ
い
が
、
学
生

の
精
神
的
な
配
慮
を
し
て
い
な
い
。

私
た
ち
は
施
設
を
整
備
し
て
、
学
生

た
ち
に
誠
実
な
教
育
を
行
な
い
、
心

か
ら
の
配
慮
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
若
い
人
た

ち
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
提
案
は
、
百
年
後
の
今
も
、

私
た
ち
が
教
訓
と
し
て
学
び
、
実
践
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は
、
一
九
〇
二
年
に

は
、
マ
ン
ダ
レ
ー
・
バ
プ
テ
ス
ト
高
等
学

校
の
校
長
に
任
命
さ
れ
た
。
当
時
、
こ
の

学
校
は
北
部
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
唯
一

の
男
子
学
校
で
あ
っ
た
。
マ
ン
ダ
レ
ー
は

ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
北
に
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
に
あ
る
、
大
都
市
で
あ
り
、
仏

教
の
中
心
地
で
あ
る
。
し
か
し
ベ
ニ
ン
ホ

フ
夫
人
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
風
土
に
合
わ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
〇
四
年
に
帰

国
し
て
い
る
。

ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は
、
一
九
〇
四
年
か

ら
一
九
〇
七
年
ま
で
ヴ
ァ
ル
パ
レ
イ
ゾ
市

第
一
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
牧
師
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
町
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
北

西
部
に
あ
り
、
ミ
シ
ガ
ン
湖
に
接
す
る
ポ

ー
タ
ー
郡
の
中
心
の
町
で
あ
る
。

ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は
、
ア
メ
リ
カ
に
戻

っ
て
し
ば
ら
く
牧
師
と
し
て
の
任
務
に
専

念
し
た
。
し
か
し
初
心
を
捨
て
た
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
再
び
宣
教
の
た
め
に
外

国
の
地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
自

分
た
ち
が
そ
の
風
土
に
合
う
と
こ
ろ
で
、

精
一
杯
活
動
が
で
き
る
機
会
が
与
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
祈
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
か
つ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
経
験
し

た
こ
と
を
深
く
受
け
止
め
、「
雌
伏
」
の

時
と
し
た
四
年
間
で
も
あ
っ
た
。
実
は
、

日
本
開
港
時
に
来
日
し
、
明
治
初
期
に
活

躍
し
た
初
代
宣
教
師
た
ち
、
ヘ
ボ
ン
博
士

も
、
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
も
、
そ
し

て
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
の
直
接
の
先
駆
者
、

Ｎ
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
も
、
み
な
同
じ
よ
う

に
一
定
期
間
宣
教
地
を
離
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
が
次
の
雄
飛
の
た
め
に
役
立
っ

て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

一
九
〇
七
年
に
シ
カ
ゴ
大
学
か
ら
マ
ス

タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
の
学
位
を
授
与
さ

れ
た
。
ま
た
ヴ
ァ
ル
パ
レ
イ
ゾ
大
学
か
ら

は
名
誉
理
学
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。

シ
カ
ゴ
大
学
は
一
八
九
〇
年
に
バ
プ
テ
ス

ト
教
育
協
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
一

旦
は
財
政
的
に
破
綻
に
い
た
り
、
一
八
八

九
年
に
Ｊ
・
Ｄ
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
支

援
の
も
と
に
再
生
し
た
こ
の
シ
カ
ゴ
大
学

は
、
最
高
の
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
る
研

究
を
重
視
し
た
大
学
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ル
パ

レ
イ
ゾ
大
学
は
一
八
五
九
年
に
創
立
さ
れ

て
い
る
。
博
士
が
牧
師
と
し
て
活
躍
し
た

町
の
大
学
と
し
て
、
宣
教
と
教
育
の
た
め

に
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
に
際
し
て
、
も
と

も
と
理
系
出
身
の
博
士
に
名
誉
称
号
を
贈

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
夫
妻
は
、
先
ず
東
京

築
地
三
〇
番
地
に
住
ん
だ
。
こ
こ
は
外
国

人
居
留
地
区
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
青
山

学
院
、
明
治
学
院
、
立
教
学
院
な
ど
が
出

発
し
て
い
る
。
関
東
学
院
の
前
身
の
一
つ

東
京
学
院
も
一
八
九
五
年
に
こ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
。
普
通
お
よ
び
高
等
教
育
を
行
な

う
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
・
バ
プ
テ
ス
ト
・

ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
た
。
最
初
に
つ
け
ら
れ
た
英
語

名
は

T
okyo

B
aptist

A
cadem

y

で
あ

っ
た
。
初
代
学
院
長
は
、
札
幌
農
学
校
第

一
期
生
の
渡
瀬
寅
次
郎
博
士
で
あ
っ
た
。

一
八
九
九
年
に
、
東
京
学
院
は
牛
込
左

内
坂
に
校
舎
を
建
設
し
て
移
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
、
英
語
名
は

D
u
n
can

B
ap
tist

A
cad
em
y

と
し
た
。
そ
れ
は

ア
メ
リ
カ
・
パ
プ
テ
ス
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ

リ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
外
国
宣
教
担
当
主
事
、

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ダ
ン
カ
ン
博

士
を
記
念
し
て
い
る
。
ダ
ン
カ
ン
博
士
は
、

一
八
九
二
年
か
ら
一
八
九
八
年
に
逝
去
す

る
ま
で
そ
の
任
務
に
当
た
ら
れ
た
。
ダ
ン

カ
ン
博
士
は
、
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
が
最
初

に
赴
任
し
た
ヤ
ン
ゴ
ン
・
バ
プ
テ
ス
ト
大

学
と
東
京
学
院
の
整
備
・
充
実
の
た
め
に

大
き
な
貢
献
を
し
た
人
で
あ
る
。
ま
た
博

士
の
関
係
者
か
ら
東
京
学
院
に
多
額
の
寄

付
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
〇
三
年
に
Ｅ
・
Ｗ
・
ク
レ
メ
ン
ト

博
士
が
渡
瀬
博
士
の
後
を
継
い
で
東
京
学

院
の
学
院
長
に
な
っ
た
。
博
士
は
少
数
精

鋭
・
英
語
重
視
の
方
針
を
堅
持
し
た
。
ベ

ニ
ン
ホ
フ
博
士
が
赴
任
す
る
二
年
前
、
一

九
〇
五
年
に
は
、
東
京
学
院
は
専
門
学
校

令
に
よ
る
高
等
科
の
開
設
を
認
め
ら
れ

た
。
一
九
一
〇
年
に
は
、
ク
レ
メ
ン
ト
博

士
が
学
院
長
を
退
任
し
た
。
博
士
は
第
一

高
等
学
校
英
語
教
授
と
し
て
招
か
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
が
東
京

Dr. Harry B. Benninghoff   ––a missionary educator––

Dr. H. B. Benninghoff was born in Venango, Pennsylvania 1874. When he
was seventeen years old, his mother passed away. Then he moved to Indiana
to live on his own, preparing himself for going to college. He taught at
several village schools and attended summer schools to study. In 1896 he

entered the Franklin College of Indiana where he met Miss Trottee Merrel
from Kokomo, Indiana. In 1901 they were married and sent to Burma as
missionary educators. He first taught chemistry and algebra at the Rangoon
Baptist College (Judson College). In 1902 he was appointed principal of the
Mandalay Baptist High School which was the only Christian boys' school in
Upper Burma. But the illness of Mrs. H. B. Benninghoff prevented them from6
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一
九
〇
八
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
東
京

学
院
の
在
学
生
は
七
十
二
名
。
中
等
部
に

つ
い
て
は
、
定
員
六
十
人
を
百
名
に
増
員

し
て
よ
い
と
い
う
認
可
が
与
え
ら
れ
た
。

ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は
日
本
語
研
修
中
で
あ

る
が
、
中
等
部
の
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
と
英

会
話
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
記

述
が
あ
る
。

神
学
校
で
は
、
ベ
ン
ネ
ッ
ト
博
士
、
デ

ー
リ
ン
グ
博
士
、
パ
ー
シ
ュ
レ
ー
教
授
が

中
心
と
な
っ
て
教
え
て
い
る
。
グ
レ
セ
ッ

ト
教
授
も
二
日
間
東
京
か
ら
横
浜
に
来
て

心
理
学
と
英
語
を
教
え
て
い
る
。
そ
れ
に

デ
ー
リ
ン
グ
夫
人
が
ギ
リ
シ
ア
語
を
教
え

て
い
る
と
い
う
。

一
九
一
一
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
東
京

学
院
は
、
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
が
学
院
長
に

な
っ
て
活
性
化
さ
れ
た
と
い
う
。
九
十
人

の
学
生
が
在
籍
し
、
十
五
人
の
教
師
が
い

た
。
ホ
ル
ト
ム
氏
夫
妻
が
来
日
し
、
目
下

日
本
語
研
修
中
だ
が
、
教
授
陣
が
充
実
し

て
き
て
い
る
。
ホ
ル
ト
ム
博
士
は
後
に
世

界
的
な
神
道
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
の
年
に
、
こ
の
神
学
校
は
福
岡
の
南

部
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
と
合
併
し
た
。
ま

ず
横
浜
で
の
授
業
を
止
め
て
、
十
月
に
東

京
に
お
い
て
、「
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
神
学

校
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
出
発
し
た
。

九
人
の
理
事
会
は
、
南
北
バ
プ
テ
ス
ト
各

ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
三
人
、
日
本
人
三
人
を

も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
教
授
陣
は
二

つ
の
学
校
か
ら
出
し
て
い
る
。
千
葉
勇
五

郎
教
授
が
校
長
、
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
神
学

校
か
ら
は
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、
佐
藤
各
教

授
、
横
浜
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
か
ら
は
ハ

リ
ン
ト
ン
、
高
橋
、
テ
ン
ネ
ー
、
パ
ー
シ

ュ
レ
ー
各
教
授
が
加
わ
っ
た
。

一
九
一
二
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ベ
ニ

ン
ホ
フ
博
士
が
東
京
学
院
の
学
院
長
を
務

め
な
が
ら
、
早
稲
田
大
学
の
学
生
寮
の
活

動
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
激
務
の

関
係
を
確
立
し
て
い
る
。
博
士
は
学
生
寮

の
活
動
と
と
も
に
、
早
稲
田
大
学
で
宗
教

学
の
講
義
を
週
二
回
行
な
っ
て
い
る
。

実
は
こ
の
時
期
に
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

諸
学
校
間
で
「
キ
リ
ス
ト
教
総
合
大
学
」

設
立
案
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
東
京
学
院

か
ら
は
ク
レ
メ
ン
ト
学
院
長
、
ベ
ニ
ン
ホ

フ
教
授
、
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
か
ら
は
フ

s o c i e t y )  i n  t h e  Y o u n g  M e n ' s  C h r i s t i a n  A s s o c i a t i o n  b u i l d i n g ,  o n  ' T h e
Psychology of Habit.' Mr. Gressitt gave two  piano solos. There were 250
students present, most of whom paid for admission…"

Dr. Benninghoff worked as principal of the Duncan Baptist Academy 1910-
12. Then he transferred the leadership of the academy to Mr. Gressitt who
was sent to Japan in the same year by the American Baptist Missionary

Union. At last, he deployed his enthusiastic work among the students and
professors of the Waseda University which was a non-religious secular
institution and boasted of the largest number of students in Japan. He was
asked to teach as a lecturer at the unversity. He started "Waseda Hoshien
(the Garden of Service) Students Center and dormitory.  Through these
activities and other courses, he wanted to infuse Christianity into the young 7

た
め
に
体
調
を
く
ず
し
、
グ
レ
セ
ッ
ト
教

授
に
東
京
学
院
の
学
院
長
の
任
務
を
譲
っ

た
。神

学
校
は
予
科
の
学
生
を
東
京
学
院
で

学
ば
せ
る
こ
と
に
し
た
。
学
生
数
は
二
十

一
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
九
一
三
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ベ
ニ

ン
ホ
フ
博
士
は
、
早
稲
田
大
学
と
緊
密
な

学
院
長
に
就
任
し
た
。
ク
レ
メ
ン
ト
博
士

は
同
じ
シ
カ
ゴ
大
学
出
身
の
ベ
ニ
ン
ホ
フ

博
士
に
学
院
長
の
任
務
を
委
ね
た
こ
と
に

な
る
。

一
九
〇
七
年
、
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
が
東

京
学
院
に
就
任
し
た
年
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
学
生
数
は
中
等
部
（
注
　
今
日
の
中

学
高
等
学
校
）
は
六
十
人
、
高
等
部
（
注

今
日
の
大
学
）
は
七
人
で
あ
っ
た
。
タ
ッ

ピ
ン
グ
教
授
が
中
国
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
の
留
学
生
の
た
め
に
特
別
の
活
動
を

行
っ
て
い
た
。
こ
の
年
三
月
に
五
十
人
の

志
願
者
が
い
た
が
、
七
人
の
み
が
合
格
し

た
。
他
の
者
た
ち
は
き
び
し
い
試
験
に
合

格
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
ク
レ
メ
ン
ト
博

士
の
主
張
す
る
少
数
精
鋭
主
義
が
堅
持
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

横
浜
に
ま
だ
あ
っ
た
関
東
学
院
の
前
身

の
一
つ
で
あ
る
神
学
校
は
、
学
生
が
十
三

人
、
ベ
ン
ネ
ッ
ト
博
士
、
Ｃ
・
Ｋ
・
ハ
リ

ン
ト
ン
博
士
が
中
心
に
教
え
て
い
た
。

Ｆ
・
Ｇ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
教
授
が
教
会
史
、

教
理
史
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
。
高
橋

楯
雄
氏
が
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
し
て

教
授
陣
に
加
わ
っ
た
。
神
学
校
の
評
判
が

よ
く
、
他
の
教
派
か
ら
の
学
生
も
来
て
い

た
。

学
生
募
集
広
告

1934年早稲田奉仕園理事会（（財）早稲田奉仕園資料室提供写真）
（前列右から）Ｗ・アキスリング関東学院元理事長、（4人目）ベニンホフ博士
（後列右から4人目）Ｊ・Ｈ・コヴェル関東学院元理事、（6人目）時田信夫関東学院大学元教授、（7人目）多田貞三関東学院大学元教務部長



ィ
ッ
シ
ャ
ー
教
授
が
こ
の
検
討
会
に
参
加

し
て
い
た
。
東
京
の
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教

主
義
学
校
が
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
連

合
体
）
の
第
一
歩
と
し
て
合
同
授
業
を
始

め
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、

明
治
学
院
と
東
京
学
院
が
こ
れ
に
参
加
し

た
だ
け
で
あ
っ
た
。
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は

こ
の
流
れ
の
限
界
に
気
が
付
い
た
よ
う
で

あ
る
。

博
士
は
早
稲
田
大
学
の
安
部
磯
雄
教
授

た
ち
、
文
科
系
ば
か
り
か
、
理
科
系
の
教

授
た
ち
と
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、
東
京
学

院
の
高
等
科
の
学
生
を
早
稲
田
大
学
の
予

科
で
学
ば
せ
る
道
を
開
い
た
。
こ
の
方
針

を
、
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
と
東
京
学
院
が

早
稲
田
大
学
に
学
生
を
い
わ
ば
「
托
卵
」

し
た
と
見
る
か
。
思
い
切
っ
た
経
済
的
合

理
主
義
と
見
る
か
。
学
生
の
教
育
を
委
託

す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
経
済
的
な
分
担
が

課
せ
ら
れ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し

バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
と
東
京
学
院
の
教
授

陣
と
学
生
た
ち
の
レ
ベ
ル
が
早
稲
田
大
学

の
教
授
陣
と
学
生
た
ち
と
肩
を
並
べ
る
こ

と
が
で
き
て
い
た
こ
と
を
、
こ
れ
は
示
し

て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
自
分
た
ち
の
独

自
性
を
保
ち
続
け
な
が
ら
、
よ
い
教
育
を

よ
い
施
設
で
行
な
う
試
み
は
、
先
の
「
キ

リ
ス
ト
教
総
合
大
学
」
と
と
も
に
、
試
み

と
し
て
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し

い
ず
れ
も
長
続
き
は
し
な
か
っ
た
。

ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は
、
教
派
の
枠
を
超

え
て
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
展
望
を
も
っ

て
、
一
般
大
学
の
教
授
た
ち
、
学
生
た
ち

に
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
と
感
化
を
示
そ

う
と
し
た
。
博
士
は
、
や
が
て
は
日
本
各

地
に
お
い
て
指
導
的
な
役
割
を
担
う
若
い

学
生
た
ち
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
も
の
の
見

方
を
提
示
す
る
こ
と
が
福
音
の
種
蒔
き
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
が
行
な
っ

た
早
稲
田
大
学
学
生
た
ち
と
早
稲
田
奉
仕

園
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係
団

体
の
資
料
に
お
任
せ
し
て
、
割
愛
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

博
士
は
、
日
米
関
係
が
悪
化
し
た
た
め

に
、
や
む
な
く
一
九
四
一
年
に
帰
国
し
た
。

一
九
四
二
年
に
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お

け
る
教
育
活
動
を
生
か
し
て
、
先
ず
シ
ャ

ー
ト
レ
フ
大
学
宗
教
部
主
任
と
し
て
奉
仕

さ
れ
た
。
こ
の
バ
プ
テ
ス
ト
系
大
学
は
イ

リ
ノ
イ
州
ア
ッ
パ
ー
・
オ
ー
ル
ト
ン
に
あ

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
西
部
の
宣
教
に
使
命
を

感
じ
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ソ
ン
・
ペ
ッ

ク
と
ボ
ス
ト
ン
の
内
科
医
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
シ
ャ
ー
ト
レ
フ
に
よ
っ
て
一
八
三
五

年
に
創
設
さ
れ
た
。（
最
近
の
大
学
年
鑑

に
は
、
こ
の
大
学
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
ど
こ
か
の
大
学
に
併
合
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。）
そ
の
後
、
母
校
の
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
州
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
に
移

り
、
日
本
お
よ
び
東
洋
史
の
講
義
を
担
当

し
た
。
博
士
は
一
九
四
九
年
四
月
二
四
日

に
逝
去
、
享
年
七
五
歳
で
あ
っ
た
。
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
市
の
地
方
紙
に
載
っ
た
死
亡
者

略
歴
記
事
に
よ
る
と
、
博
士
は
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
大
学
の
も
っ
と
も
評
判
の
よ
い
教
授

の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
葬
儀
の
司
式

を
担
当
し
た
牧
師
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

「
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
は
宣
教
師
と
し
て
先

駆
的
な
働
き
を
行
な
わ
れ
た
。
博
士
は
一

教
派
の
宣
教
師
に
と
ど
ま
ら
ず
、
エ
キ
ュ

メ
ニ
カ
ル
（
世
界
教
会
的
）
な
宣
教
師
で

あ
っ
た
。
博
士
は
、
第
一
級
の
キ
リ
ス
ト

者
活
動
家
で
あ
り
、
同
時
に
す
ぐ
れ
た
学

究
で
あ
っ
た
。
ま
た
博
士
は
才
能
あ
る
音

楽
家
で
あ
っ
た
。
ピ
ア
ノ
が
堪
能
で
あ
ら

れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
教
会
の
た
め
に
奉
仕

さ
れ
た
。
教
会
学
校
や
友
人
た
ち
の
要
望

に
答
え
て
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
多
く
の
団
体
の
た
め
に
忠
実
に

貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
。」

ベ
ニ
ン
ホ
フ
夫
人
は
一
九
五
二
年
一
一

月
六
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
パ
オ
ロ
・

オ
ー
ル
ト
に
お
い
て
天
に
召
さ
れ
た
。
夫

人
は
東
京
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の

校
長
を
つ
と
め
、
夜
学
校
で
英
語
を
教
え

て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
終
生
日
本
を
愛
し
、

戦
後
日
本
に
住
ん
で
い
た
お
嬢
さ
ん
の
と

こ
ろ
で
過
ご
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
願

い
が
か
な
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
・
バ
プ
テ
ス
ト
の
一
九
二
〇

年
年
次
報
告
は
日
本
に
お
け
る
教
育
事
業

に
つ
い
て
総
括
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
機

会
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一
八
八
四
年

に
始
ま
っ
た
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
と
一
八

九
五
年
に
始
ま
っ
た
東
京
学
院
を
基
盤
と

し
て
、
一
九
一
九
年
に
関
東
学
院
が
横
浜

に
開
設
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
事
情
を
、
そ

の
翌
年
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
報
告
書
は
歴
史
的
意
味
を
持
つ
。
執
筆

者
は
署
名
が
な
い
が
、
こ
の
こ
と
の
責
任

者
で
あ
っ
た
Ｃ
・
Ｂ
・
テ
ン
ネ
ー
博
士
と

推
測
さ
れ
る
。
見
出
し
は
「
教
育
事
業
の

進
展
」
で
あ
る
。

「
一
九
一
九
年
は
、
私
た
ち
の
教
育
活
動

に
と
っ
て
並
々
で
な
い
成
果
の
年
で
あ
っ

た
。
教
育
活
動
に
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
宣

教
活
動
に
は
求
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
配
慮

が
必
要
と
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
教
育
活
動

を
も
っ
と
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
て
い
る
。
こ
れ
は
広
範
囲
な
宣
教

活
動
よ
り
も
建
設
資
金
を
よ
り
多
く
必
要

と
す
る
。
宣
教
団
と
本
国
理
事
会
が
『
経

費
削
減
』
を
必
要
と
考
え
、
ま
た
政
策
の

「
重
点
的
集
中
」
が
不
可
欠
と
判
断
す
る

と
き
で
あ
る
の
で
、
都
市
で
の
活
動
を
適

切
に
維
持
す
る
た
め
に
、
地
方
の
活
動
が

広
く
被
害
を
被
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
行
き

つ
い
た
こ
と
で
、
や
む
な
き
こ
と
で
あ
り
、

正
当
で
も
あ
る
。
だ
れ
に
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
教
育
活
動
に
は
適
切
な
人
材
が
必

要
で
あ
り
、
適
切
に
支
援
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
部
の
教
育
活
動
で
は
、
施

設
お
よ
び
人
材
が
今
も
足
り
な
い
。
し
か

し
全
体
と
し
て
人
材
は
充
た
さ
れ
た
。
そ

の
点
か
ら
言
っ
て
も
、
成
果
の
あ
っ
た
年

で
あ
る
。

横
浜
に
男
子
の
た
め
に
、
こ
の
度
、
メ

ー
ビ
ー
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
ス
ク
ー
ル
（
注

｜
関
東
学
院
の
英
語
名
称
）
が
開
設
さ
れ

た
。
こ
れ
は
私
た
ち
宣
教
団
に
と
っ
て
、

一
九
一
九
年
に
お
け
る
一
大
成
果
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
こ
れ
を
み
ん
な
が
喜
ん
で

い
る
。
こ
の
学
校
は
、
日
本
の
大
都
市
の

一
つ
の
中
心
に
あ
り
、
見
晴
ら
し
の
よ
い

と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
何
物
に

も
ま
さ
っ
て
、
パ
ブ
テ
ス
ト
派
の
希
望
と

な
ろ
う
。
偉
大
な
る
パ
ブ
テ
ス
ト
派
が
、

日
本
に
お
い
て
価
値
あ
る
こ
と
を
な
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
教
育
事
業
を
立
ち

あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
初
期
時
代
の
誤
り

を
訂
正
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
本
館
の
一
部
は
間

も
な
く
完
成
す
る
。
第
二
期
工
事
の
契
約

も
成
立
し
て
い
る
。
前
も
っ
て
学
生
寮
と

し
て
建
設
さ
れ
た
建
物
に
、
一
年
生
を
収

容
し
、
一
九
一
九
年
に
開
校
し
た
。
私
た

ち
が
捧
げ
た
献
金
は
、
こ
の
大
き
な
学
校

の
た
め
に
有
効
に
用
い
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。神

学
校
関
係
で
は
、
一
九
一
九
年
の
主

な
特
記
す
べ
き
事
柄
は
、
千
葉
勇
五
郎
博

士
が
就
任
し
た
こ
と
で
あ
る
。
千
葉
博
士

が
こ
の
招
聘
を
受
託
し
た
こ
と
が
発
表
さ

れ
た
と
き
、
年
次
大
会
に
お
い
て
大
き
な

喝
采
が
響
い
た
。
神
学
校
は
、
本
当
に
日

本
人
校
長
の
も
と
で
、
歴
史
の
新
し
い
ペ

ー
ジ
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
千
葉
勇

School System.
In 1908, after one year stay in Japan, he wrote about his main concern

"Reaching the Students" as follows :

" T h e  Y o u n g  M e n ' s  C h r i s t i a n  A s s o c i a t i o n  i s  e r e c t i n g  a  n u m b e r  o f
dormitories, each in charge of a native manager, a native Christian matron

and a foreign director. Mr. Gressitt has secured a place in one of these and is
enthusiastic for the 'boys' He has, I think, thirty boys under his care.

At one of the new Young Men's Christian Association dormitories I have a
Wednesday evening Bible class in English. Twenty of the thirty boarders are
in Bible work,…

On Saturday evening I was asked to address a students' meeting (literary8
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souls. But in 1941 he had to return to the U.S.A. because Japan's government
became militaristic and extremely anti-American. After returning to the U. S.
he first worked as chaplain at the Shurtleff College, Illinois then he was
invited to teach Oriental History at his alma mater, Franklin College of
Indiana until his death in 1949. After the death of her husband, Mrs. H. B.
Benninghoff, a Japanophile, wanted to live in Japan with her daughter. But,

her health failed and she followed her husaband in 1952. She was also
principal of American School in Japan, taught Bible classes and the English
night school. Her gracious hospitality was highly appreciated by the people.
They were enthusiastic Christian educators.

五
郎
博
士
、
川
口
卯
吉
博
士
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
神
学
教
育
に
強
い
自
信

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
Ｃ
・

Ｋ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
博
士
が
日
本
に
戻
っ
て

来
れ
な
く
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
彼

の
役
割
は
、
他
の
人
を
も
っ
て
は
決
し
て

埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
の
よ
う
な

稀
有
な
人
物
は
、
再
び
地
上
に
現
れ
る
こ

と
が
あ
る
ま
い
。
学
生
は
期
待
し
た
ほ
ど

集
ま
ら
な
い
。
し
か
し
土
台
を
固
め
、
教

育
水
準
を
高
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
定

し
、
教
授
陣
を
充
実
し
て
き
た
。
こ
う
し

て
、
将
来
も
っ
と
多
く
の
学
生
が
入
学
し

て
も
、
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に
整
備
し

て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
、
私
た
ち
が
正
当
に
誇
っ

て
よ
い
仕
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
早
稲
田
大

学
に
お
け
る
活
動
の
成
果
で
あ
る
。
私
た

ち
が
皆
、
こ
れ
を
喜
ん
で
い
る
。
礎
石
を

据
え
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ベ
ニ
ン

ホ
フ
博
士
の
も
と
で
将
来
の
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
き
な
大
学
に
お
け

る
独
特
な
活
動
の
た
め
に
一
年
以
内
に
新

し
い
建
物
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
一
九
一
九
年
は
こ
の
活
動
に
と
っ

て
画
期
的
な
年
と
な
っ
た
。
学
生
た
ち
の

集
ま
り
が
着
実
に
発
展
し
て
教
会
を
組
織

し
た
。
こ
れ
は
大
学
に
お
け
る
宗
教
的
生

活
の
現
実
の
要
素
と
な
っ
た
。
学
生
寮
に

属
す
る
多
く
の
学
生
が
バ
プ
テ
ス
マ
を
受

け
た
。
さ
ら
に
数
人
が
熱
心
に
求
道
中
で

あ
る
。
私
た
ち
の
努
力
の
中
か
ら
明
ら
か

な
結
果
が
表
わ
れ
て
い
る
の
は
、
い
つ
も

励
ま
し
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
は
、
こ
の

活
動
が
人
々
の
魂
を
救
う
企
て
で
あ
る
こ

と
を
、
疑
い
も
な
く
証
明
し
て
く
れ
た
。」

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
日
本
に
お
い

て
も
、
有
能
な
人
材
と
貴
重
な
献
金
を
、

日
本
各
地
の
宣
教
と
そ
の
維
持
の
た
め

に
、
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
言
が

し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
報
告
書

は
こ
れ
を
理
解
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
い

て
は
、
教
育
が
宣
教
の
た
め
の
土
台
づ
く

り
、
土
壌
つ
く
り
と
な
る
こ
と
を
告
げ
る
。

バ
プ
テ
ス
ト
宣
教
団
が
は
じ
め
は
少
数
精

鋭
主
義
の
学
校
に
重
き
を
置
い
た
が
、
そ

の
誤
り
を
訂
正
す
る
と
い
う
。
こ
の
立
場

は
Ｃ
・
Ｂ
・
テ
ン
ネ
ー
博
士
の
主
張
す
る

こ
と
で
あ
る
。
博
士
の
重
点
施
策
の
ゆ
え

に
、
今
日
の
関
東
学
院
の
土
台
が
据
え
ら

れ
た
。

一
九
一
七
年
に
は
東
京
学
院
中
等
部
は

閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
一
九
年
に
中

学
関
東
学
院
が
開
設
さ
れ
た
。
や
が
て
一

九
二
七
年
に
は
東
京
学
院
の
高
等
科
と
神

学
部
が
関
東
学
院
に
併
合
さ
れ
、
今
日
の

発
展
の
た
め
の
枠
組
が
で
き
た
。
小
規
模

校
か
ら
中
規
模
校
へ
転
換
を
は
か
り
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
有
能
な
人
材
を
世
に
送

り
だ
す
こ
と
が
、
社
会
的
な
影
響
力
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
し
た
。
や
が
て
戦
争

の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
支
援
は
終
っ

た
が
、
そ
の
前
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、

経
営
の
安
定
化
の
た
め
の
努
力
を
し
た
こ

と
に
な
る
。

神
学
校
は
、
一
八
八
四
年
に
始
ま
り
一

九
〇
九
年
ま
で
横
浜
山
手
に
あ
っ
た
が
、

一
九
一
〇
年
に
は
東
京
に
移
り
、
南
部
の

福
岡
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
と
合
併
し
て
日

本
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
と
な
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
は
長
く
続
か
ず
、
南
部
バ
プ
テ
ス

ト
が
引
上
げ
た
後
は
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト

神
学
校
と
東
京
学
院
に
組
み
込
ま
れ
た
。

一
九
一
八
年
に
高
等
学
部
、
神
学
部
と
な

っ
た
。
そ
し
て
や
が
て
、
そ
れ
が
関
東
学

院
の
旧
制
専
門
学
校
の
核
と
な
っ
て
い

る
。こ

こ
の
報
告
書
で
も
、
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士

の
進
め
る
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
経
済
学
部
教
授
・
学
院
宗
教
主
任
／
高
野

進
）

東京学院の校舎の一部



生涯学習センターでは、生涯にわたる学

習機会を提供し、広く地域、社会に貢献す

るために、関東学院大学が有する人材や施

設を活用し、広く皆様に受講して頂ける講

座を開講しています。

2005年度春学期に開講された公開講座

は、金沢八景キャンパス11、金沢文庫キャ

ンパス2、小田原キャンパス1、関内メディ

アセンター11の合計25講座でした。受講申

込者総数は、1,050名でした。資格講座は現

在までに2講座が終了し、受講者総数は、

334名でした。秋学期には、30の公開講座

が開講されます。資格講座については、10

月以降に開講されるものは、6講座です。

2005年度の重点目標として、1）産・

学・官の連携の強化、2）PR活動の強化、3）

講座運営組織の強化、を掲げました。産・

学・官の連携とPR活動の強化については、

春学期に開講された25講座の内、行政や関

連団体から後援を頂いた講座が4、産学協

同講座が1となりました。また、新聞や関

連団体のメディアに取り上げて頂いた講座

もありました。秋学期では、開講予定の30

講座の内、行政からの委託が1、行政や関

連団体との連携講座が3、産学協同講座が3

となる見込みです。秋学期の講座について

も、後援を頂けるよう、またメディアに取

り上げて頂けるよう、働きかけを行う予定

です。講座運営組織の強化については、具

体的には講座のコーディネーターの明確化

を行いました。産・学・官の連携とPR活動

の強化についても、コーディネーターのご

尽力に帰するところが大きかったと言えま

す。今後もこうした動きを強化してゆく所

存です。

資格講座については、新規に「日商簿記

２級検定対策講座」と「日本語能力１級検

定試験対策講座」を開講しました。前者は、

主として本学学生を対象として、資格取得

という側面からの就職支援策強化の一環と

して開講しました。後者は、本学で学ぶ留

学生からの強い要望により開講しました。

留学生に対する教育サービス向上に寄与す

るものと期待します。

公開講座については、時代のニーズを敏

感に読み取り、上記３つの重点目標のもと、

よりよい講座作りを目指して努力してまい

ります。資格講座については、社会の動向

に注意を払いつつ、関係各方面からのご意

見をうかがい、多様なニーズに応えられる

よう努力してまいります。今後とも、生涯

学習センターの活動にご理解、ご支援を賜

りますよう、お願い申し上げます。

2005年度秋学期公開講座

●金沢八景キャンパス
1．「楽しい人生への処方箋」

2．「保育実践講座Ⅱ」

3．「陶芸教室Ⅳ　両中高保護者会貸切」

4．「コンサートシリーズ第5回」

5．「パソコン2」

6．「ラッピング」

7．「ラッピング応用」

8．「スポーツ健康講座ゴルフ」

9．「中国語中級」

10．「マネー新時代の資産プランを考える」

11．「日本の文化」

12．「名探偵シャーロック・ホームズの魅力の世界」

13．「韓国語初級」

14．「韓国語中級」

15．「色彩講座Ⅱ」

●金沢文庫キャンパス

1．「非戦―平和の思想を考える」

2．「第9回英語を味わう」

3．「スポーツ講座ラグビー」

4．「スポーツ講座野球」

5．「スポーツ講座陸上」

●小田原キャンパス

「小田原市市民大学公開講座

現在のマスメディア―課題と展望」

●関内メディアセンター

1．「パソコン2」

2．「ラッピング」

3．「ホスピタリティ・養成基礎講座」

4．「福祉・介護事業起業と経営」

5．「巨大化する中国の現在」

6．「実用パソコンⅡ」

7．「哲学入門Ⅱ」

8．「韓国語初級」

10月以降に開講される資格講座

●金沢八景キャンパス
1．インテリアコーディネーター試験対策講座（2次）

2．2級建築士対策講座（新規）

3．福祉住環境コーディネーター3級試験対策講座

4．カラーコーディネーター3級試験対策講座

5．教員試験対策講座

6．公務員試験対策講座（秋学期）

［大学生涯学習センター報告］

2005年度重点目標の
達成に向けて
大学生涯学習センター所長 中原功一朗（経済学部共通科目教室教授）
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保育実践講座風景

Stronger Ties and Cooperation among Academic, Business and Governmental Communities and
Better Service for Foreign Students
by Professor Koichiro Nakahara, Director of the Life-Long Education Center

The Kanto Gakuin University Life-Long Education Center, established in April of 2002, continues to
offer a wide variety of courses in the school year of 2005.

We offered 25 extension courses during the spring semester, among which four courses were under the
a u s p i c e s  o f  p r i v a t e  a n d / o r  g o v e r n m e n t a l  o r g a n i z a t i o n s ,  a n d  o n e  w a s  a  c o m p a n y - K a n t o  G a k u i n
partnership course.  We will offer 30 extension courses in the fall semester.  Three of them will be local

government/organization – Kanto Gakuin partnership courses,  one of  them, sponsored by a local
government and three of  them, company-Kanto Gakuin partnership courses.   In this  way,  we are
strengthening ties and cooperation among academic, business and governmental communities.

Among the courses on qualifications, the one to prepare for “the 1st Grade of Japanese Proficiency”
Exam deserves a special mention.  This course was opened in reply to a strong request from foreign
students in our university.  We hope this course will contribute to improving the quality of educational
service that our university can provide for the foreign students.



―
―
桝
本
さ
ん
は
、
関
東
学
院
中
学
校
で

学
ば
れ
た
そ
う
で
す
が
、
い
つ
頃
の
こ
と

で
す
か
。

桝
本

1
9
5
1
年
4
月
、
中
学
校
に
入

学
し
、
1
9
5
4
年
3
月
に
卒
業
し
ま
し

た
。

―
―
関
東
学
院
で
の
3
年
間
の
思
い
出
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
。

桝
本

1
9
4
5
年
の
終
戦
後
、
連
合
軍

に
占
領
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
51
年
に
日

米
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
、
そ
れ
以
後
は

社
会
が
正
常
化
に
向
か
い
始
め
ま
し
た
。

そ
う
し
た
復
興
時
代
の
初
め
の
年
で
あ
る

昭
和
26
年
の
4
月
に
関
東
学
院
中
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
1
年
生
の
と
き
の
担
任

は
、
坂
田
創
（
は
じ
め
）
先
生
で
し
た
。

物
理
の
先
生
で
し
た
が
、
礼
拝
で
説
教
も

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

―
―
創
先
生
は
今
は
す
で
に
学
校
を
退
職

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
東
学
院
の
校
訓

「
人
に
な
れ
　
奉
仕
せ
よ
」
を
定
め
た
初

代
学
院
長
の
坂
田
祐
（
た
す
く
）
先
生
の

息
子
さ
ん
で
す
ね
。

桝
本

そ
の
と
お
り
で
す
。
先
生
か
ら
は

そ
の
校
訓
「
人
に
な
れ
　
奉
仕
せ
よ
」
を

教
わ
り
ま
し
た
。
当
時
は
意
味
は
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
、
思
う
と
見

事
な
言
葉
で
す
ね
。
礼
拝
の
時
、
わ
た
し

は
歌
を
歌
う
の
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
讃
美
歌
を
よ
く
歌
っ
た
こ
と
も
覚
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
木
一
男
先
生
の
説

教
は
、
今
で
も
そ
の
内
容
を
覚
え
て
い
る

ほ
ど
に
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
あ
だ
名
が

ホ
ー
ス
（
馬
）
の
佐
藤
茂
先
生
。
英
語
の

先
生
で
、
発
音
に
厳
し
く
、
生
徒
の
口
の

中
に
指
を
入
れ
て
舌
の
位
置
を
教
え
る
ほ

ど
で
し
た
。
今
、
人
並
み
に
日
常
会
話
が

で
き
る
の
は
、
そ
の
時
に
英
語
の
基
礎
を

教
わ
っ
た
お
蔭
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
同
じ
苗
字
で
習
字
担
当
の
佐
藤

忠
先
生
。
躾
の
大
変
に
厳
し
い
先
生

で
し
た
。
「
字
は
下
手
で
も
い
い
、

し
っ
か
り
大
き
く
書
け
」
と
教
わ
り

ま
し
た
。
枠
が
書
か
れ
た
習
字
の
紙

の
場
合
、
枠
を
は
み
出
す
ほ
ど
勢
い
よ
く

書
け
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
時
期
、

昼
の
弁
当
の
時
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ご

飯
一
粒
で
も
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
厳
し

く
躾
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
改
め
て
評
価
さ

れ
て
い
る
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
基
に
あ

る
精
神
を
当
時
、
教
わ
っ
た
訳
で
す
。

―
―
ほ
か
に
心
に
残
っ
て
い
る
先
生
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

桝
本

順
序
が
前
後
し
ま
す
が
、
一
番
思

い
出
深
い
先
生
は
、
非
常
勤
講
師
の
村
田

勧
持
先
生
で
す
。
後
年
、
漢
文
担
当
の
専

任
教
諭
に
な
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
先

生
は
、
正
規
の
授
業
の
ほ
か
に
読
書
会
、

音
楽
会
、
演
劇
の
会
や
映
画
鑑
賞
会
な
ど

を
顧
問
と
し
て
開
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
実
に
熱
心
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
ね
。
勉
強
と
は
違
う
大
事
な
も
の
を
身

に
つ
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
げ
さ
に
言
え
ば
、「
生
き
方
」
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
語
学
や
歴
史
を
勉
強
す
る

こ
と
は
、
別
世
界
へ
の
入
り
口
を
学
ぶ
こ

と
で
す
が
、
関
東
学
院
中
学
校
で
、
そ
の

入
口
の
向
こ
う
に
は
、
深
く
、
面
白
い
世

界
が
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
感
な
時
期
に
こ

の
よ
う
な
経
験
を
と
お
し
て
感
受
性
を
豊

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

―
―
読
書
会
で
は
ど
の
よ
う
な
本
を
読
ん

で
い
た
の
で
す
か
？

桝
本

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ー
ド
の『
狭
き
門
』、

プ
ラ
ト
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』、
ヘ

ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
『
車
輪
の
下
』
な
ど

で
す
。
そ
の
ほ
か
の
会
も
含
め
る
と
、
音

楽
、
絵
画
、
文
学
な
ど
を
鑑
賞
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
世
界
の
文
化
の
入
口
を
学
ば

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
―
な
ぜ
村
田
先
生
は
、
そ
の
よ
う
な
会

を
生
徒
た
ち
の
た
め
に
開
い
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

桝
本

悲
惨
な
戦
争
を
経
験
し
て
、
多
く

の
人
の
生
き
方
や
人
生
観
が
変
わ
る
時
代

背
景
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

中
学
校
で
そ
の
よ
う
な
会
を
生
徒
対
象
に

行
っ
た
村
田
先
生
は
、
当
時
と
し
て
は
、

異
色
な
先
生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
思
え

ば
、
異
質
な
も
の
を
受
け
入
れ
る
素
地
が

関
東
学
院
に
あ
っ
た
訳
で
、
立
派
な
こ
と

で
す
ね
。
先
生
が
、
生
徒
た
ち
を
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
愛
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ

う
ね
。

―
―
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で

す
か
。

桝
本
「
サ
ム
シ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ト

（S
om
eth
in
g
G
reat

）」、
こ
の
言
葉
は
、

尊
敬
す
る
遺
伝
子
の
研
究
者：

村
上
和
雄

先
生
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
の
言
葉
で

す
。
60
歳
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
時
に
、

「
神
」
と
呼
ぶ
し
か
表
現
し
得
な
い
よ
う

If I did not study at Kanto Gakuin, he told us, I would not be interested in religion.  Reading the Bible
broadened my horizons.

His favorite words are “Something Great” and “Be a man, Serve the World”, the Kanto Gakuin School
motto. 

His advice for Kanto Gakuin students is to pursue what you want from the bottom of your heart.  It would
be your happiness if you could find it.       

His advice for Kanto Gakuin Schools is to have a strong point that is different from other schools.

He is proud of having studied at Kanto Gakuin.  He continues to gather with his friends once in a year who
were classmates at Kanto Gakuin. 
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関
東
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す

建 学 の 精 神 を 生 き る

電気事業連合会副会長・東京電力元副社長

桝本晃章さんインタビュー



な
、
世
界
を
動
か
し
て
い
る
サ
ム
シ
ン

グ
・
グ
レ
ー
ト
（
偉
大
な
る
何
か
）
を
多

く
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
宇

宙
と
歴
史
の
中
の
一
瞬
に
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
世
の
中
を
動
か
し
、
つ
く
っ
て

い
る
力
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
キ
リ
ス
ト
教

の
神
か
な
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
関
東
学

院
で
学
ば
な
け
れ
ば
、
宗
教
に
関
心
を
持

た
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
聖
書
を
読
ん

だ
こ
と
が
も
の
を
考
え
る
幅
を
広
げ
て
く

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
桝
本
様
の
お
仕
事
内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

桝
本

現
在
、
一
般
の
電
力
会
社
は
全
国

に
10
社
あ
り
ま
す
。
そ
の
10
社
が
人
と
お

金
を
出
し
合
っ
て
、
こ
の
団
体
「
電
気
事

業
連
合
会
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
主
な

仕
事
は
、
各
社
が
共
通
し
て
抱
え
る
問
題

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
、
共
同
し
て
取

り
組
む
方
向
性
を
確
認
し
た
り
し
ま
す
。

月
に
1
度
は
、
10
社
の
社
長
に
よ
る
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

―
―
関
東
学
院
の
学
生
・
生
徒
・
児
童
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

桝
本

聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
や
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
と
法
律
を
踏
ま
え
る
こ
と

を
前
提
に
、
多
様
な
試
み
が
あ
っ
た
方
が

い
い
で
す
ね
。
生
き
方
は
勿
論
、
仕
事
や

遊
び
に
お
い
て
で
も
で
す
。
人
は
皆
一
人

ひ
と
り
違
う
の
で
す
か
ら
、
お
互
い
そ
の

違
い
を
認
め
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
若

い
皆
さ
ん
に
は
、「
自
分
が
何
を
や
り
た

い
か
」
追
い
求
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
や

り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
れ
ば
こ
ん
な
幸
せ

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

C
allin
g

（
天
職
）
が
見
つ
か
れ
ば
、
満
足

で
き
る
人
生
が
歩
め
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
関
東
学
院
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

桝
本

中
学
校
、
高
校
、
大
学
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
、
自
分
の
生
き
方
を
決
め
る
大
事

な
時
代
で
す
。
関
東
学
院
に
は
、
他
の
学

校
に
は
な
い
よ
う
な
、
特
長
あ
る
存
在
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
教
職
員
と
学

生
・
生
徒
で
そ
の
よ
う
な
特
長
を
い
か
に

つ
く
っ
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
関
東
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
を
た
い
へ

ん
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
の

友
人
の
何
人
か
と
は
、
今
も
年
に
１
度
く

ら
い
は
会
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。

桝
本
晃
章
さ
ん
は
、
世
界
一
大
き
な
電
力
会
社

で
あ
る
東
京
電
力
の
副
社
長
の
経
歴
を
持
ち
、
現

在
も
電
気
事
業
連
合
会
副
会
長
を
務
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
自

然
体
で
受
け
て
い
た
だ
い
た
。
全
く
偉
ぶ
る
と
こ

ろ
が
微
塵
も
な
く
、
心
底
謙
虚
な
方
で
あ
る
こ
と

に
驚
き
、「
真
に
偉
い
人
は
、
謙
虚
で
あ
る
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

今
回
の
取
材
を
と
お
し
て
、
若
い
と
き
の
良
き

先
生
と
の
出
会
い
、
友
と
の
出
会
い
そ
し
て
キ
リ

ス
ト
教
と
の
出
合
い
が
、
そ
れ
以
後
の
そ
の
人
の

人
生
に
お
い
て
、
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
感
謝
で
あ
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
◎
広
報
課
長
・
瀬
沼
達
也

Having Studied at Kanto Gakuin is a Source of my Proud
By Mr. Teruaki Masumoto

Mr. Teruaki Masumoto graduated from Kanto Gakuin Junior High School in March 1954.  He is the vice
chairman of the Federation of Electric Power Companies and the former vice president of Tokyo Electric
Power Company.

Mr. Masumoto has many fond memories of his junior high school days.  One of the most memorable
things is the extra-curricular activity in which he participated, held off-campus by Mr. Kenmotsu Murata,

a part-time teacher at that time who later became a full-time teacher.  That activity was very unique
because it involved reading, music, drama and cinema appreciation and so forth.  Mr. Masumoto said that
Kanto Gakuin Schools were great because they accepted such teachers as, Mr. Murata, who was a man of
unique character.  Mr. Masumoto expressed gratitude toward the Schools, because he was able to feel the
presence of deeper and more interesting worlds through Kanto Gakuin Junior High School education.

He remembers four other teachers as well, namely, Mr. Hajime Sakata, Rev. Kazuo Yagi, Mr. Shigeru Sato
and Mr. Tadashi Sato.  He has special memories of each of the four teachers.  12
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
記

桝本晃章（ますもと・てるあき）さんプロフィール

1938年5月12日、横浜生まれ
1954年　関東学院中学校卒
1957年　神奈川県立平沼高校卒
1962年　早稲田大学第一政経学部経済学科卒
1962年　東京電力入社
1968年 （社）日本経済新聞研究センター派遣
1995年　東京電力取締役
1999年　同常務取締役
2001年　同取締役副社長
2004年　電気事業連合会副会長、東京電力取締役（現在に至る）



Professor Genjiro Ito is conferred a decoration on Commendable Badge in commemoration of Prince
Enrique from Portugal

Professor Genjiro Ito has been conferred a decoration on Commendable Badge in commemoration of
Prince Enrique from Portugal.  This decoration is presented to those who have rendered distinguished
service in the field of cultural exchange with Portugal.  For the past 20 years Professor Ito gave lectures on
Japanese Literature at universities in Lisbon, published the shorter encyclopedia of Japan and Portugal,
and so forth.

Mr. Hiroyoshi Kiku, Assistant Professor in the Department of Civil and Environmental Engineering,
received the Best Paper Award of the Japan Ground Engineering (2004) .

Mr. Koichi Niimura, research worker in the Institute of Osawa Memorial Archiectural Enviornmental
Engineering, and Dr. Masayuki Otsuka, Professor in the Department of Architecture, received the Best
Paper Award of the JAABE (2004).

Ms. Mika Nakane, Senior student in the Department of Civil Engineering,  was awarded the Student
Lecture Award Prize of the Ground Engineering of Kanto District Research Society (2004).
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伊藤玄二郎教授に
ポルトガル国より勲章

（左から）ジョージ・サンパイオ
大統領、伊藤玄二郎教授、ラマ
ーリョ・エアネス国家最高顧問

規
矩
大
義
助
教
授
、
地
盤
工
学
会
誌

「
土
と
基
礎
」
年
間
最
優
秀
論
文
賞
他
受
賞

工
学
部
社
会
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
規
矩
大

義
助
教
授
は
、
地
盤
工
学
会
誌「
土
と
基
礎
」

年
間
最
優
秀
論
文
賞
な
ら
び
に
事
業
企
画
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
５
月
26
日
に

開
催
さ
れ
た
（
社
）
地
盤
工
学
会
定
期
総
会

で
規
矩
大
義
助
教
授
が
「
新
潟
地
震
か
ら
40

年
〜
液
状
化
現
象
の
目
撃
者
〜
」
の
論
文
で

地
盤
工
学
会
誌
「
土
と
基
礎
」
年
間
最
優
秀

論
文
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
39
回
地
盤
工
学
研
究
発
表
会
に

お
け
る
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
液
状
化
現
象
の

目
撃
者
」
の
企
画
・
運
営
に
対
し
、
地
盤
工

学
会
・
平
成
16
年
度
事
業
企
画
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

受
賞
団
体：

地
盤
工
学
会
・
震
災
記
録
普
及

小
委
員
会
（
規
矩
助
教
授
は
、
当
委
員
会
の

幹
事
長
）

新
村
浩
一
研
究
員
、
大
塚
雅
之
教
授
ら

J
A
A
B
E
優
秀
論
文
賞
受
賞

大
澤
記
念
建
築
設
備
工
学
研
究
所
研
究
員

の
新
村
浩
一
氏（
三
機
工
業（
株
））と
大
塚
雅

之
氏（
工
学
部
建
築
学
科
教
授
）等
の
論
文
が
、

ア
ジ
ア
建
築
学
論
文
誌
J
A
A
B
E
優
秀
論

文
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

論
文
題
目
は
、
”P

e
rfo
rm
a
n
c
e

E
va
lu
a
tio
n
M
e
th
o
d
fo
r
D
ra
in
a
g
e

P
ip
in
g

S
ys
te
m
s

w
ith

F
o
o
d

D
is
p
o
s
e
rs
in
A
c
tu
a
l
H
ig
h
-R
is
e

A
p
a
rtm
e
n
t
H
o
u
s
e
s

“

（
実
在
超
高

層
集
合
住
宅
で
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
シ
ス

テ
ム
の
性
能
評
価
手
法
に
関
す
る
研
究
）
で

あ
る
。
新
村
浩
一
氏
は
、
大
塚
教
授
の
指
導

の
も
と
昨
年
9
月
に
本
学
よ
り
工
学
博
士
号

を
取
得
し
た
。
そ
の
主
た
る
論
文
で
の
受
賞

で
あ
る
。
な
お
、
ア
ジ
ア
建
築
学
論
文
誌（
J

A
A
B
E
）
は
、
日
本
建
築
学
会
（
A
I
J
）

と
韓
国
建
築
学
会（
A
I
K
）、
お
よ
び
中
国

建
築
学
会（
A
S
C
）で
運
営
さ
れ
、
ア
ジ
ア

建
築
の
自
然
的
、
地
理
的
、
社
会
的
、
文
化

的
に
特
有
の
問
題
や
影
響
に
関
す
る
研
究
を

と
り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
論

文
誌
で
あ
る
。

学
生
の
中
根
美
香
さ
ん
、
地
盤
工
学
会
関
東

支
部
研
究
発
表
会
で
優
秀
講
演
賞
を
受
賞

工
学
部
土
木
工
学
科
4
年
生（
当
時
）の
中

根
美
香
さ
ん
は
、「
地
盤
工
学
会
関
東
支
部

研
究
発
表
会
」
で
優
秀
講
演
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

2
0
0
5
年
3
月
4
日
に
（
社
）
地
盤
工
学

会
・
大
ホ
ー
ル
（
東
京
）
で
開
催
さ
れ
た
研

究
発
表
会(J

G
S
-K
a
n
to
2
0
0
5
)

で
、
発

表
者
の
中
根
さ
ん
（
規
矩
大
義
研
究
室
）
が

優
秀
講
演
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

題
目：

軟
弱
地
盤
に
お
け
る
人
孔
の
浮
き
上

が
り
被
害
に
関
す
る
振
動
台
実
験

著
者：
中
根
美
香
　
規
矩
大
義
　
内
山
明
日
香

な
お
、
中
根
さ
ん
は
現
在
、
工
学
研
究
科
土

木
工
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
１
年
生
で
す
。

人間環境学部現代コミュニケーション学科

の伊藤玄二郎教授がこの度ポルトガル大統領

より勲章を授与されました。

勲章は、ポルトガルの大航海時代の幕を明

けた「航海王子」の異名を持つエンリケ王子

を記念するエンリケ王子勲章コメンダドール

章といいます。ポルトガル国との文化交流に

功績のあった人物に贈られるものです。

伊藤教授はリスボンの大学で日本文学の講

義、16世紀に日本からわたった南蛮屏風の修

復とその下張文書の研究、故小渕恵三元首相

と刊行した日本ポルトガル小百科事典、天台

声明とグレゴリー聖歌とのコラボレーション

など、20年にわたり多くのプロジェクトを手

がけて来ています。

伊藤教授はポルトガルに加えて本年日本ロ

シア和親条約150周年の記念行事として、サ

ンクト・ペテルブルグで芥川龍之介「蜘蛛の

糸」についての講演と天台声明のプロデュー

スをされるなど、更に国際交流の輪を広げて

います。

▲エンリケ王子勲
章コメンダドール
章および賞状

▲

▲



Report of Volunteerism
Toward Assistance for Rwanda
By Mr. Toshio Natori, Head of Kanto Gakuin Elementary School Teachers

On June 21, 2005, Mr. Kazuyuki Sasaki talked about Rwanda and its people to pupils at chapel.  They were
impressed with his talk.  It has passed on each mind of our pupils that Mr. Sasaki helps people in Rwanda
for peace and reconciliation.  

The School has decided to support people in Rwanda through Mr. Sasaki’s work.  Now we are receiving
information about them from him.  We, pupils and teachers of the School, are discussing what and how
we can support his work from now on.  

We, teachers of the School, are positive that this support will promote voluntary education based on the
School Motto and international understanding education toward the under-developing countries in each
mind of our pupils.
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「『何が佐々木さんをルワンダに押し出しているんですか』

とのご質問ですが、それは人生のとても大切な時期にルワン

ダの人々と出会ってしまったからとしか言いようがありませ

ん。…略」

これは、6月21日（火）、佐々木和之氏を関東学院小学校に

招いて全校でお話を聞き、その後の質問に答えてくださった

ものです。それまで、ルワンダという国名も場所も知らない

児童がほとんどでした。佐々木氏はルワンダ語で「こんにちは」

の挨拶を教えてくださいました。少しずつルワンダの国の様

子についての話が進むにつれて、引き込まれていきました。

真剣に聞き入っている児童の心中は、その後に書いた感想文

の中からも察することができます。大虐殺の生存者でありな

がら敵味方の区別無く孤児を養っているマリアンさんの活動

は心に残りました。お話を通し、ルワンダの平和と和解のた

めに尽力されている佐々木氏の思いが一人一人に伝わってい

きました。

関東学院小学校は、この佐々木和之氏の活動を支援するこ

とになりました。ルワンダの平和を願う気持ちは児童、教職

員みんなが持っています。しかし、ルワンダまでは遠隔であ

り、現地の人に直接触れることはできません。私たちの思い

を佐々木氏に託してお届けすることになります。と同時にま

た、佐々木氏を通してルワンダを身近に感じることができま

す。

今、定期的にルワンダの現状をレポートした佐々木氏から

のメールが小学校に届いています。送られてきた情報を全校

児童に伝えるとともに、私たちは佐々木氏を通し何ができる

のか、具体的にどんな奉仕が行えるのか話し合い、考え合い、

ルワンダに発信していきたいと考えています。

小学校児童、教職員の思いはルワンダに向けられています。

この支援を通し、建学の精神にかかわる「奉仕教育」、さらに

は発展途上の国に目を向けた「国際理解教育」ができることと

確信しています。

ルワンダ支援に向けて
関東学院小学校　教頭 名取俊夫



り、ラジオにも出演しました。オープニング翌日の3月26日には、

愛・地球博の対話劇場で1時間30分の大規模イベント「スカベン

ジフォーラム」を開催しました。

海外からのゲストも招聘され、「地球☆スカベンジ大計画！」

に関わってきたメンバーが増え、盛り上がりは最高潮に達しま

した。さらに、3月27日には愛・地球博が行われる名古屋市へ感

謝の気持ちをこめて名古屋の知人たちとスカベンジを行う企画

も行いました。紙媒体の印刷物の代わりに、ゴミ拾いで使用す

るゴミ袋に宣伝を盛り込んだ、「フライヤーゴミ袋」を作成しま

した。そして事前申請や記者会見から興味を持ってくださった、

NHK名古屋の方たちとは長い付き合いになります。そして、と

ても多くの方たちがこの計画に関わってくださいました。色々

と、アクシデントがありましたが、これから始まる物語の最高

のスタートは切れました。これに伴い、ステキなサイト

http://www.scavenger.jpもできました。

ごみ拾いはスポーツだ！
自分は自然の一部分
最後に福田君に夢を語ってもらいました。

「街がきれいになり、さらにいい汗をかけるんですから、一挙両

得ですね。私はごみ拾いがスポーツと同じ価値観に位置づけら

れるような、環境活動とスポーツが等しい選択肢になる日を夢

見ています。環境問題が叫ばれる今日、大きな世界で自分一人

くらいがやってもどうにもならないという考えではなく、実は

『自分』とは『自然の一部分』の略なのでは？と感じる人が増え

ていくと嬉しいです。そのように気づいたことへの行動の一つ

として私は、『スカベンジ』が多くの人に親しまれるようになっ

てほしいです。」

福田君が、このような立派な考えと実行力を持ち得たのは、

自身の能力と努力の賜物ですが、同時に人間環境学部の教育の

成果でもあると思います。中田市長のHEPの活動への評価がそ

れを物語っています。「悩んでいたときに相談してくれた教授が

いたことが、よかったんだね。社会にいいことをしているだけ

でなく、楽しんでいることが重要。ラグビーに次ぐ関東学院大

学の花になる」

福田君は、人間環境学部一期生。パイオニアの今後の活躍と

同時に後輩たちの意義ある伝統づくりに期待がかかります。こ

れは建学の精神を端的に表す校訓「人になれ　奉仕せよ」の具現

化でもあるからです。 （編集：瀬沼達也）
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サンタの姿でスカベンジしたメンバーたち（2004年12月25日、横浜駅）

Mr. Fukuda’s dream is that scavenging becomes one of the selective activities the same as sports.  His
presence is the best example of the fruits of education by the College of Human Environmental Studies,
KGU.  It also is the incarnation of the Kanto Gakuin School Motto: Be human, Serve the World.

スカベンジ、
やりまスカ！



2005年6月15日、中田宏横浜市長が本大学金沢八景キャンパス

を訪問されました。KGUの環境サークルHEPの学生との意見交

換会を行うためでした。これは横浜市企画「こんにちは市長で

す」の一環で、人間環境学部2号館会議室において開かれました。

中田市長は、横浜が実施しているG30（ゴミ30％減量）運動の提

唱者であり、衆議院議員時代の9年間、ご自宅から最寄駅までの

ゴミ拾いを続けてこられた方だけに、HEPの活動に共感をもた

れ、学生たちを激励されました。

HEPとは、Human Environmental Project の略称で、「ヘッ

プ」と発音します。2003年6月20日に結成されたサークルで、

2005年8月現在は49名メンバーがいます。サークル設立のきっか

けは、設立者の福田誠一郎君※1曰く、金沢八景駅から大学まで

の通学路に落ちていた「ポイ捨てごみに気づき行動したこと」

だそうです。

気づいた当時は大学1年生で、見てみぬフリをしていた自分自

身に罪悪感を覚え、先生方に相談し、「自分自身ができること」

と一人でごみ拾いを始めました。そして友人を集めて環境サー

クルHEPを立ち上げ楽しみながら活動を続けています。

また、積極的な活動展開による出会いから、「ごみ拾い」を

「スカベンジ※2」と称して使うようになります。スカッと気持ち

の良いアクションとして広がっているようです。

「愛・地球博」で『地球☆スカベンジ大計画
（Earth Scavenge Project）！』
福田君は、2005年3月に開幕した「愛・地球博の市民プロジェ

クト」に『地球☆スカベンジ大計画！』として参加しており、そ

の実行委員長を務めています。以下に彼の言葉も借りながら、

この計画を説明いたします。

京都議定書の発効、そして「自然の叡智」「環境の共生」を謳

う愛知万博の開催、2005年は環境の年。そんな中、愛知万博の

市民プロジェクトをきっかけに、環境改善活動をそれぞれ実践

してきた若者が集まり、チームを結成。それがこの「地球☆ス

カベンジ大計画！」です。

2～3月は、この計画がスタートし、ほぼ毎日の打ち合わせや

作業があり、週末には徹夜での泊り込み打ち合わせを行いまし

た。そして、万博の会場を下見してきたり、記者会見を行った

Mayor Nakata Talks with KGU Environmental Circle Students on Campus

On June 15, 2005, Mr. Hiroshi Nakata, Mayor of City of Yokohama visited KGU Kanazawa Hakkei Campus
in order to exchange opinions with the KGU students who belong to HEP (Human Environmental Project)
Circle.  Mayor Nakata encouraged the students to continue their projects with sympathy toward their
activities, because he is the proponent of Yokohama G30 (City Project) and has experiences of scavenging
for nine years in the past.        

Mr. Seiichiro Fukuda, a senior of Department of Environmental Design, is a founder of HEP circle.  Being
a freshman of the Department, Mr. Fukuda felt guilty when he noticed himself pretending not to see
garbage along the streets  between Kanazawa Hakkei  Stat ion and KGU.  And then he asked some
professors’ advice, finally he started scavenging alone.  On June 20, 2003, he organized the environmental
circle called HEP with his friends.  At present, the circle with 49 members is very active.

Mr. Fukuda is a head of the implementation committee of ‘Earth Scavenge Project!’ that is one of civil
projects of The Love-Earth International Exposition in Aichi, Japan.16
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中田宏横浜市長とKGU環境サークル
HEP学生との意見交換会、
学内で開かれる
～KGU環境サークルHEP活動紹介～

※1 2005年8月現在、人間環境学部人間環境デザイン学科4年
※2 スカベンジ（Scavenge）とは、英語で「清掃する」という意味も

あります。 中田横浜市長を囲んで（中央の中田市長の左隣が福田誠一郎君）

中田宏横浜市長とKGU環境サークル
HEP学生との意見交換会、
学内で開かれる
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関
東
学
院

教
職
員
人
事

理 事 長 内藤幸穂

学院長 松本昌子

常務理事（総務） 星野彰男

常務理事（財務） 西野芳夫

常務理事（企画） 津田宏之

理　　事 大野功一

理　　事 冨山　 隆

理　　事 落越道彦

理　　事 清水　 元

理　　事 島田正敏

理　　事 帆苅　 猛

理　　事 小林照夫

理　　事 畑中康一

理　　事 本田耕一

理　　事 松井和則

理　　事 田　 博

理　　事 桐木仁志

理　　事 ジョン･A･
アーマガスト

理　　事 澤野芳久

監　　事 吉澤寿朗

監　　事 キャロリン･J･
プレドモア

監　　事 岡田慎之助

〔2005年（平成17年）8月1日現在〕

学校法人 関東学院役員一覧

新任役員
①最終学歴
②現職
③就任年月日

新任教員
①所属
②主要担当科目
③就任年月日

萩原　美津
はぎわら　みつ

①大学　文学部英語英
米文学科　専任講師
②近代イギリス文学演習
③2005年（平成17年）
4月1日

小谷（井田） 瑞江
こたに（いだ）みずえ

①大学　文学部現代社
会学科　助教授
②家族社会学
③2005年（平成17年）
4月1日

石井（麦倉） 泰子
いしい（むぎくら）やすこ

①大学　文学部現代社
会学科　専任講師
②障害者福祉論
③2005年（平成17年）
4月1日

山本　宏義
やまもと　ひろよし

①大学　文学部現代社
会学科　特約教授
②図書館経営論
③2005年（平成17年）
4月1日

大町　英理子
おおまち　えりこ

①大学　工学部基礎・
教養科目　助教授
②幾何学
③2005年（平成17年）
4月1日

野中　康生
のなか　やすお

①大学　経済学部経済
学科　専任講師
②情報経済学
③2005年（平成17年）
4月1日

坂東　忠秋
ばんどう　ただあき

①大学　工学部情報
ネット･メディア工学科
教授
②コンピュータアーキ
テクチャ
③2005年（平成17年）
4月1日

小岩　一郎
こいわ　いちろう

①大学　工学部物質生
命科学科　教授
②表面工学
③2005年（平成17年）
4月1日

武田　俊哉
たけだ　としや

①大学　工学部物質生
命科学科　助教授
②生物化学工学
③2005年（平成17年）
4月1日

帆苅　猛
ほがり　たけし

①京都大学大学院文学
研究科
②理事（野庭幼稚園長）
③2005年（平成17年）
4月1日

畑中　康一
はたなか　こういち

①一橋大学大学院経済
学研究科
②理事（大学経済学部長）
③2005年（平成17年）
4月21日

J・A・アーマガスト

①カンザス大学英語教
育専攻
②理事
③2005年（平成17年）
4月1日



教職員人事

Employed and Retired Members List of Kanto Gakuin Personnel

3 New Members of the Board of Trustees
14 New Faculty Members
1 New Faculty Members Employed Temporarily
9 New Contract Lecturers 
2 New Assistant Staff Employed Temporarily
7 New Office Clerk
5 New Contract Office Clerk

3 Retired Members of the Board of Trustees
15 Retired Members (by Mandatory Retirement Age)
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肥田　真由美
ひだ　まゆみ

①六浦中学校・高等学
校 教諭
②保健体育科
③2005年（平成17年）
4月1日

鈴木　由美子
すずき　ゆみこ

①六浦中学校・高等学
校 教諭
②英語科
③2005年（平成17年）
4月1日

戸田　みな子
とだ　みなこ

①小学校 教諭
③2005年（平成17年）
4月1日

星野　紗葵
ほしの さき

①小学校 教諭
③2005年（平成17年）
4月1日

及川　智穂
おいかわ　ちほ

①六浦小学校 養護教諭
③2005年（平成17年）
4月1日

山本　晋弥
やまもと　しんや

①中学校・高等学校
教諭
②体育科
③2005年（平成17年）
4月1日

新任任期制教員
①所属
②主要担当科目
③就任年月日

柏倉　智春
かしくら　ちはる

①野庭幼稚園 教諭
③2005年（平成17年）
4月1日

長瀬　晶子
ながせ　しょうこ

①小学校 教諭
③2005年（平成17年）
4月1日

鈴木　質
すずき　ただし

①大学　専門職大学院
法務研究科（法科大
学院）教授
②企業裁判実務
③2005年（平成17年）
4月1日

島田　正敏
しまだ　まさとし

①昭和25年5月27日
②関東学院大学文学部
社会学科

③理事（六浦小学校長）
④平成16年4月1日

舟山　なみ
ふなやま　なみ

①小学校 教諭
③2005年（平成17年）
4月1日

大津　稔
おおつ　みのる

①大学　工学部電気電
子情報工学科
実験助手
②2005年（平成17年）
4月1日

石川　雄治
いしかわ　ゆうじ

①六浦小学校 教諭
③2005年（平成17年）
4月1日

宇野　真美
うの　まみ

①中学校・高等学校
教諭
②国語科
③2005年（平成17年）
4月1日

佐藤　了
さとう　さとる

①大学　工学部情報ネ
ット･メディア工学科
技師補
②2005年（平成17年）
4月1日

八田　絵美子
はった　えみこ

①六浦小学校 教諭
③2005年（平成17年）
4月1日

水谷　安昌
みずたに　やすまさ

①中学校・高等学校
教諭
②社会科
③2005年（平成17年）
4月1日

新任契約講師
①所属
②主要担当科目
③就任年月日

新任嘱託教務職員
①所属
②就任年月日
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2004年度退職（定年・完全）
①所属

①大学　文学部現代社会学科　特約教授

岩城　完之 いわき　さだゆき

①大学　文学部現代社会学科　特約助教授

酒川　肇 さかがわ　はじめ

①大学　経済学部経済学科　特約教授

丹下　敏子たんげ　としこ

①大学　法学部法律学科　特約教授

F野　幹久たかの　みきひさ

①大学　法学部法律学科　特約教授

村上　文昭 むらかみ　ふみあき

①大学　工学部基礎･教養科目　特約教授

飛田　伸一 とびた　しんいち

①大学　電気電子情報工学科　教務職員（技師）

伊地知　弦 いぢち　ゆずる

①大学　守衛室　主査（選択）

松木　桂子 まつき　けいこ

①大学　業務課　主査（選択）

山田　玖美子 やまだ　くみこ

①大学　工学部庶務課　書記

大村　和子 おおむら かずこ

①中学校・高等学校　教諭

斎藤　信也 さいとう　しんや

①中学校・高等学校　教諭（選択）

花島　光男 はなじま　みつお

①六浦中学校・高等学校　教諭

浮田　橿子 うきた　きょうこ

①法人　施設部管理課　主事補

神谷　敏泰 かみや　としやす

①法人　理事長付　参事

西川　昌宏 にしかわ　まさひろ

教職員人事

退任役員
①役職名　②退任年月日

①理事（野庭幼稚園長・六浦幼稚園長）
②2005年（平成17年）3月31日

所澤　保孝 ところざわ　やすたか

①理事（大学経済学部長）
②2005年（平成17年）3月6日

野田　敬一 のだ　けいいち

①理事
②2005年（平成17年）3月31日

C・R・ディローフ

堀口　壽雄
ほりぐち　ひさお

①大学　教務課
②2005年（平成17年）
4月1日

押井　幸治
おしい　こうじ

①大学国際センター
運営課　書記

②2005年（平成17年）
8月1日

新任職員
①所属○○○
②就任年月日

F橋　千尋
たかはし ちひろ

①六浦小学校
②2005年（平成17年）
4月1日

藤田　英彦
ふじた　ひでひこ

①中学校・高等学校
書記
②2005年（平成17年）
4月1日

江口　幸史
えぐち　ゆきふみ

①大学　入試課　書記
②2005年（平成17年）
4月1日

江川　清忠
えがわ　きよただ

①大学　学生生活課
②2005年（平成17年）
6月25日

渡部　崇
わたなべ　たかし

①法人事務局　財務部
経理課　書記
②2005年（平成17年）
4月1日

川出　道紀
かわで　みちのり

①大学　教務課　書記
②2005年（平成17年）
4月1日

爰地　基
ここち　もとい

①大学　金沢文庫キャ
ンパス教務課
②2005年（平成17年）
7月1日

島田　正敏
しまだ　まさとし

①昭和25年5月27日
②関東学院大学文学部
社会学科

③理事（六浦小学校長）
④平成16年4月1日

久保井　雅子
くぼい　まさこ

①大学　国際センター
運営課　書記
②2005年（平成17年）
4月1日

浅田　克己
あさだ　かつみ

①大学　就職課
②2005年（平成17年）
4月1日

富岡　千博
とみおか　ちひろ

①大学　教務課　書記
②2005年（平成17年）
4月1日

新任嘱託職員
①所属○○○
②就任年月日

氏名の（ ）は通称名です。

関東学院学報●No.30



Educational Foundation (Corporative)
Kanto Gakuin offered three courses on new media, taught by Mr. Satoshi Arai, at the KGU Kannai Media
Center from August 2 to 25, 2005.  These courses are in the forefront of new media education in Japan.

University
A Society for the Study of Steel Plate and Aramid Fiber Composite (SPAC) of Seismic Retrofitting Starts

A Society for the Study of Steel Plate and Aramid Fiber Composite (SPAC) for seismic retrofitting started
on July 25, 2005 on Kanazawa Hakkei Campus, with the attendance of approximately 170 persons who

consisted of city officers in Kanagawa Prefecture and businessmen.

This SPAC was introduced widely to all Japan by NHK broadcasting on January 1, 2005.  Since then, daily
inquiry has been made until now.

The four characteristics of the SPAC are as follows:
1) That we can do seismic retrofitting while keeping the original design policy by its building architect,

without changing outlook and space design of the present building.
2) That we can do seismic retrofitting without using a special heavy machine, changing while using the
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関
東
学
院
夏
期
特
別
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
講
座
、

関
内
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
初
め
て
開
催

K
G
U
関
内
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
教
育
の
試
み
と
し
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
講
座
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立

大
学
で
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
新

井
郷
士
氏
を
招
い
て
、
夏
期
特
別
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
講

座
を
8
月
2
日
か
ら
25
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ソ
フ
ト
の
機
能
紹
介
や
使
用
法
解
説
の
講

習
会
と
は
全
く
異
な
る
、
今
回
の
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」

講
座
の
試
み
は
、
日
本
で
も
ま
だ
少
な
く
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
分
野
に
お
け
る
創
造
的
な
教
育
の
重
要
性
に
応

え
る
内
容
の
先
駆
け
と
し
て
実
施
す
る
講
座
で
し
た
。

※
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
と
は
？
　
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
そ
の
も
の
が
新
し
い

創
造
性
を
語
れ
る
余
地
が
多
く
あ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
制
作
す
る
志
し
を
持
っ
て
、
新
た
な

学
習
体
系
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
を
提
唱
し
ま
す
。

〔
開
講
講
座
〕

コ
ー
ス
①

”ホ
ー
ム
D
V
D
制

作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
　
セ
ク
シ
ョ
ン

A
“（
主
に
高
校

生
・
大
学
生
対
象
）

コ
ー
ス
②

”ホ
ー
ム
D
V
D
制

作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
　
セ
ク
シ
ョ
ン

B
“（
主
に
社
会
人
対
象
）

コ
ー
ス
③

M
ID
IP
roject

S
tudio

w
ith
D
A
W

（
学
生
・
一
般
対
象
）

※
M
I
D
I
（
ミ
デ
ィ：

M
u
s
ic
a
l
In
s
tru
m
e
n
t

D
ig
ita
lIn
te
rfa
c
e

）

D
A
W（
デ
ジ
タ
ル
・
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

「
耐
震
補
強
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
工
法
研
究
会
」
発
足
会
、

開
催
さ
れ
る

７
月
25
日（
月
）午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
50
分
ま
で
、

大
学
金
沢
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
７
号
館
1
0
7
教
室
で

「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
鋼
板
併
用
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
シ
ー
ト
巻
き
）

工
法
を
採
用
し
た
耐
震
補
強
設
計
に
関
す
る
研
究
会
発

足
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催：

関
東
学
院
大
学
工
学
部
建
築
学
科
　
槇
谷
研
究

室
内
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
工
法
研
究
会

後
援：

関
東
学
院
大
学
・
三
栄
ハ
ウ
ス（
株
）、
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
　

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
株
）

〔
講
演
内
容
〕

漓
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
工
法
研
究
会
の
理
事
・
役
員
の
紹
介

滷
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
工
法
研
究
会
の
規
約
・
倫
理
規
定
に
つ
い
て

澆
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
紹
介

潺
基
調
講
演
「
耐
震
補
強
と
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
工
法
に
つ
い

て
（
実
験
値
を
基
に
）」

こ
の
講
演
の
メ
イ
ン
は
、
潺
の
90
分
間
の
基
調
講
演

で
し
た
。
本
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
で
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ

工
法
研
究
会
長
で
も
あ
る
槇
谷
栄
次
博
士
は
、
こ
の
工

法
に
よ
っ
て
、
そ
の
耐
震
安
全
性
の
改
善
を
学
問
的
に

証
明
し
た
開
発
者
で
、
今
回
そ
の
実
験
値
を
基
に
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
1
月
26
日
に
、
こ
の
工
法
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス

で
全
国
放
映
さ
れ
て
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
問
い
合

わ
せ
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
当
日
の
発
足
会
は
、

約
1
7
0
名
の
参
加
者
を
得
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
、
そ

の
参
加
者
内
訳
は
、
神
奈
川
県
下
の
市
役
所
担
当
者
2

割
と
企
業
の
担
当
者
8
割
で
し
た
。
こ
の
数
字
を
見
て

も
、
こ
の
新
し
い
工
法
へ
の
関
心
度
の
高
さ
が
伺
え
ま

す
。「

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
」
と
は
、S

te
e
l
P
la
te
a
n
d
A
ra
m
id

fib
e
r
C
o
m
p
o
s
ite

の
略
で
、「
鋼
板
併
用
ア
ラ
ミ
ド
繊

維
シ
ー
ト
巻
き
工
法
」
の
意
味
で
す
。
こ
の
工
法
の
特

長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
1
）
既
存
の
建
物
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
や
空
間
デ
ザ
イ
ン

を
変
え
る
こ
と
な
く
建
物
当
初
の
建
築
家
の
デ
ザ
イ
ン

ポ
リ
シ
ー
を
守
り
つ
つ
耐
震
補
強
が
で
き
る
点
。

（
2
）
特
別
な
重
機
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
建
物
を
使
用

し
な
が
ら
耐
震
補
強
で
き
る
点
。

（
3
）
従
来
型
の
強
度
型
手
法
の
耐
震
補
強
と
は
異
な
り
、

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
保
有
耐
力
計
算
ま
た
は
限
界
耐

力
計
算
に
て
安
全
性
を
評
価
で
き
「
靭
性
型
」
手
法
を

採
用
し
て
い
る
点
。

（
4
）
工
事
費
が
従
来
の
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
工
法
に
比
べ
、

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可
能
で
あ
り
、
経
済
性
を
有

し
て
い
る
点
。

法
人

大
学

▲夏期特別ニューメディア講座風景

”

”
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Mr. Makoto Tomizawa, a junior in the College of Human Environment and a member of Boardsailing
Club, took 8th position of Sailing Men’s Windsurfer – Mistral Class in the Universiade 2005 held in Izmir,
Turkey.

The soccer club team participated in the 19th Kanto District Championship held in June, 2005.  The team
finished second in the Kanagawa Governor’s  Cup (2005).

The table tennis club (both men’s and women’s team) won the championship in the Kanagawa Prefecture
League. 

Kanto Gakuin Junior and Senior High Schools
On April 28, 2005, the 8th graders took a field-trip to Kamakura Zaimokuza beach in order to clean up and
make molding by sand.  They had a significant experience outdoors.

Kanto Gakuin Mutsuura Junior and Senior High Schools
Service on Flower & Children’s Day, June 8, 2005, was celebrated with various flowers brought by the
students.  After the service, the 7th graders separately visited ten social welfare facilities in order better to
understand residents and how to be volunteers.  The students experienced the joy of serving others.

23
日
午
後
、
関
東
地
方
を
震
度
5
の
地
震
が
襲
い
、

首
都
圏
は
混
乱
を
招
き
ま
し
た
。
東
海
地
震
の
起
こ
る

可
能
性
が
、
非
常
に
高
い
た
め
、
今
後
、
こ
の
工
法
は
、

地
震
多
発
国
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
広
く
採
用
さ
れ
、

普
及
さ
れ
る
工
法
と
な
る
で
し
ょ
う
。

「
日
本
初
の
商
店
街
ワ
イ
ン

『
横
須
賀
お
っ
ぱ
ま
ワ
イ
ン
』
で
乾
杯
！
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
首
都
圏
ニ
ュ
ー
ス
で
も
紹
介

5
月
14
日
（
土
）、
関
東
学
院
大
学
工
学
部
昌
子
住
江

研
究
室
が
提
案
・
協
力
し
て
出
来
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
誕

生
し
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
祝
賀
会
が
、
横
須
賀
市
の

追
浜
エ
ル
シ
ャ
ン
テ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
賓
と
し

て
横
須
賀
市
長
と
本
大
学
の
大
野
学
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
昌
子
教
授
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
説
明
と
今
後
の
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

日
本
で
初
め
て
商
店
街
が
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
作
り
、

「
お
っ
ぱ
ま
ワ
イ
ン
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
製
造
過
程
に

お
い
て
、
三
浦
沖
海
洋
深
層
水
が
使
用
さ
れ
、
健
康
に

も
よ
い
手
作
り
ワ
イ
ン
で
す
。
フ
ル
ー
テ
ィ
な
甘
口
で
、

コ
ク
が
あ
り
美
味
し
い
と
評
判
で
す
。

こ
の
祝
賀
会
の
様
子
は
、
5
月
16
日
（
月
）
18：

30

か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
首
都
圏
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

硬
式
野
球
部
、
神
奈
川
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦

で
4
季
ぶ
り
47
度
目
の
優
勝

第
54
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
出
場

神
奈
川
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
の
最
終
戦
は
、
5

月
29
日
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
関
東
学
院
大
｜
神
奈
川

大
で
行
な
わ
れ
、
本
学
が
、
9
｜
0
で
圧
勝
し
、
4
季

ぶ
り
に
47
度
目
の
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

同
リ
ー
グ
に
お
け
る
、
本
学
の
表
彰
選
手
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
最
優
秀
選
手
賞
】
鬼
崎
裕
司

【
打
点
賞
】
清
藤
宏
文
　
　

【
打
率
ベ
ス
ト
3
】
原
拓
也

【
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
】

（
投
手
）
倉
谷
大
祐
　

（
一
塁
手
）
清
藤
宏
文

（
二
塁
手
）
原
拓
也
　

（
遊
撃
手
）
鬼
崎
裕
司
　

こ
の
優
勝
に
よ
り
、
本
学

硬
式
野
球
部
は
6
月
7
日
開
幕
の
第
54
回
全
日
本
大
学

野
球
選
手
権
大
会
（
神
宮
球
場
、
東
京
ド
ー
ム
）
に
2
年

ぶ
り
24
度
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

6
月
8
日
、
東
京
ド
ー
ム
で
本
学
は
、
第
1
回
戦
で

東
亜
大
学
と
対
戦
し
ま
し
た
。

初
回
に
清
藤
選
手
の
本
塁
打
、
1
走
梶
本
選
手
と
3

走
岩
永
選
手
の
重
盗
な
ど
で
4
点
を
先
制
し
た
本
学
硬

式
野
球
部
は
終
始
リ
ー
ド
を
保
ち
、
優
勝
候
補
の
東
亜

大
学
を
8
｜
1
の
8
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
勝
利
し
ま

し
た
。

2
回
戦
は
、
9
日
（
木
）、
神
宮
球
場
に
て
、
創
価
大

学
と
対
戦
し
ま
し
た
。
6
回
ま
で
2
対
2
と
拮
抗
し
た

ゲ
ー
ム
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
6
回
に
守
り
の
ミ

ス
が
出
て
、
2
｜
5
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
来
季
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

富
澤
慎
君
（
人
間
環
境
学
部
3
年
）、

第
23
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
ボ
ー
ド
セ

イ
リ
ン
グ
で
８
位

人
間
環
境
学
部
3
年
の
富
澤
慎
君
は
、
2
0
0
5
年

8
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
ト
ル
コ
の
イ
ズ
ミ
ル
で
開
催

さ
れ
た
、
国
際
大
学
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
主
催
に
よ
る
第
23

回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
（
2
0
0
5
／
イ
ズ

ミ
ル
）
に
ボ
ー
ド
セ
イ
リ
ン
グ
日
本
代
表
選
手
と
し
て

参
加
し
、
見
事
８
位
に
入
り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
、
大
学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

都
県
代
表
出
場
・
県
知
事
杯
準
優
勝

第
19
回
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
兼
第
29
回

総
理
大
臣
杯
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大

会
に
都
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
神
奈
川
県
知
事
杯
争
奪
戦
（
平
成
17
年

6
月
5
日
〜
7
月
9
日
）
に
お
き
ま
し
て
、
準
優
勝
の

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

卓
球
部
30
年
ぶ
り
県
下
リ
ー
グ
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

神
奈
川
県
下
大
学
卓
球
リ
ー
グ
戦
が
7
月
2
日
・
3

日
に
横
浜
国
立
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
は
、
男
女
と
も
予
選
リ
ー
グ
を
3
戦
3
勝
で
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
上
が
り
、
男
女
揃
っ
て
優
勝
い
た

し
ま
し
た
。

試
合
結
果
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
戦
績
4
勝
1
引
き
分
け
　
１
位

6
月
5
日（
日
）
本
　
学
　
２
｜
０
　
横
浜
商
科
大
学

6
月
11
日（
土
）
本
　
学
　
３
｜
１
　
防
衛
大
学
校

6
月
19
日（
日
）
本
　
学
　
３
｜
１
　
産
能
大
学

6
月
26
日（
日
）
本
　
学
　
９
｜
０
　
東
京
工
芸
大
学

7
月
2
日（
土
）
本
　
学
　
１
｜
１
　
東
海
大
学

１
・
２
位
決
定
戦

7
月
9
日（
土
）
本
　
学
　
０
｜
１
　
神
奈
川
大
学

試
合
結
果
（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）

6
月
12
日
（
日
）
本
　
学
　
０
｜
１
　
東
洋
大
学

﹇
男
子
﹈
男
子
は
、
30
年
ぶ
り
の
優
勝
！

2
回
戦
　
本
　
学
　
３
｜
０
　
慶
応
大
学
Ｃ

準
決
勝
　
本
　
学
　
３
｜
１
　
東
海
大
学
Ａ

決
　
勝
　
本
　
学
　
３
｜
０
　
慶
応
大
学
Ｂ

﹇
女
子
﹈
女
子
は
、
初
優
勝
！

準
決
勝
　
本
　
学
　
３
｜
１
　
東
海
大
学

決
　
勝
　
本
　
学
　
３
｜
２
　
明
治
学
院
大
学
Ａ

▲ナインに胴上げされ、宙を舞う小泉監督
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present building.
3) That SPAC has adapted persevering method that can evaluate safety by limit endurance computation  
4) That we can cut down on expenses by using SPAC, compared with the steel composite 

On May 14, 2005, the opening ceremony for Yokosuka Oppama Winery was held.  In attendance were the
Mayor of City of Yokosuka, President Koichi Ono of KGU, and many supporters.  The event was broadcast
by NHK news two days later.  This proposal of winery and assistance to actualize it was made by Professor
Sumie Shoji, Department of Civil and Environmental Engineering and her students.  Winery made by

workers of shopping streets is the first in Japan.  This opening expects to be a project intended to
stimulate local economies.

The KGU baseball team won the Championship of the Kanagawa Collegiate Baseball League by beating
Kanagawa University 9-0 on May 29, 2005, at Yokohama Stadium.  This was 47th Championship title.

At the 54th National Collegiate Baseball Union Championship, the KGU team beat Toa University 8-1 on
June 8, and on the next day, they lost a game (2-5) to Soka University.

関東学院学報●No.30 関東学院各校NEWS

中
2
校
外
行
事
「
海
岸
清
掃
と
砂
の
造
形
」

中
2
に
な
っ
て
日
も
浅
い
4
月
28
日
、
新
し
い
ク
ラ

ス
作
り
を
目
的
に
鎌
倉
の
材
木
座
海
岸
で
生
徒
た
ち
が
奮

闘
し
ま
し
た
。
当
日
は
も
の
す
ご
い
風
の
中
、
鎌
倉
駅
、

長
谷
駅
、
由
比
ガ
浜
駅
に
ク
ラ
ス
ご
と
に
集
合
し
、
ゴ
ミ

を
拾
い
な
が
ら
会
場
の
海
岸
を
目
指
し
ま
し
た
。
ゴ
ミ
も

た
く
さ
ん
集
ま
り
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
と
共
に
奉
仕

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

作
品
の
制
作
に
入
る
と
、
手
探
り
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
黙
々
と
取
り
組
む
姿
が
微
笑
ま
し

か
っ
た
で
す
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
事
前
に
テ
ー
マ
を
決
め
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
を
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

海
水
を
運
ぶ
者
、
自
宅
か
ら
大
き
な
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ

て
き
て
う
ず
高
く
砂
を
積
み
上
げ
る
も
の
、
担
任
も
砂

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
も
ら
っ
た
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
こ
ん
な
言

葉
を
残
し
て
い
ま
す
。「
一
人
じ
ゃ
出
来
な
い
こ
と
も
み

ん
な
で
や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
、
よ
く
あ
る
せ
り
ふ
は

こ
の
こ
と
か
と
、
砂
の
造
形
を
通
し
て
実
感
で
き
ま
し

た
。」こ

れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
、
教
室
で

は
学
べ
な
い
事
を
一
つ
で
も
多
く
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

教
諭
　
鷹
巣
　
誠
一

春
季
特
別
伝
道
礼
拝
（
花
の
日
礼
拝
）

六
月
八
日
、
生
徒
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
色
と
り
ど
り

の
花
を
飾
り
、
春
季
特
別
伝
道
礼
拝
を
守
り
ま
し
た
。

礼
拝
で
は
、
山
田
和
夫
先
生
（
医
療
伝
道
会
法
人
付

牧
師
）
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
い
の
ち
の
尊
さ
と

は
か
な
さ
」
と
題
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
と
て
も
感
銘

深
い
も
の
で
し
た
。

先
生
は
日
頃
、
病
院
で
面
会
さ
れ
る
患
者
さ
ん
と
の

数
多
く
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
人
間
と
し
て
の
真
の

価
値
、
今
、
与
え
ら
れ
て
い
る
命
の
大
切
さ
を
や
さ
し

く
具
体
的
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

礼
拝
後
、
中
学
一
年
生
は
各
班
に
別
れ
、
横
浜
、
横

須
賀
市
内
の
一
〇
施
設
を
訪
問
し
、
花
を
届
け
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
生
徒
た
ち
は
楽
し
い
体
験

学
習
の
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
で
の
交
流
と
奉
仕
活
動
が
、
生
徒
た
ち
の
人

格
形
成
に
と
っ
て
、
図
ら
ざ
る
大
き
な
結
果
を
生
む
こ

と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

校
訓
「
人
に
な
れ
　
奉
仕
せ
よ
」
を
活
か
す
学
校
行
事

の
一
つ
と
し
て
、
今
後
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
浦
中
高
　
宗
教
主
任
　
鳴
坂
　
明
人

協
力
し
て
作
っ
た
サ
ラ
ダ
の
味
は
格
別

五
、
六
年
生
に
な
る
と
学
習
す
る
教
科
に
家
庭
科
が

入
っ
て
き
ま
す
。

七
月
八
日
（
金
）、
五
年
生
が
家
庭
科
の
調
理
実
習
で

野
菜
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
の
増
加
す
る
中
、
好
き
な
時
に
好
き

な
も
の
を
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
便
利
な
生
活
に
慣

れ
て
い
る
児
童
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
調
理
実
習
で

は
食
事
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
、
愛
情
を
根
底
に
し
た

家
族
の
思
い
や
願
い
が
料
理
に
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
せ
る
の
が
ね
ら
い
に
な
り
ま
す
。

こ
の
日
、
学
校
で
育
て
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ブ
ロ
ッ
コ

中
学
校
高
等
学
校

六
浦
中
学
校
高
等
学
校

▲春季特別伝道礼拝で賛美する生徒たち

小
学
校

▲生徒が制作した砂の作品
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リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
と
一
緒
に
ゆ
で
ま
し
た
。
き
ゅ
う
り

や
ト
マ
ト
を
包
丁
で
切
っ
て
、
ゆ
で
た
野
菜
に
そ
え
て

お
皿
に
並
べ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
児
童
は
初
め
て
包

丁
で
切
る
体
験
で
し
た
。
気
を
付
け
て
切
る
姿
は
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。
最
後
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
り
ま

し
た
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
作
っ
た
サ
ラ
ダ
の
味
は
格

別
で
す
。
こ
の
授
業
を
通
し
、
私
た
ち
は
神
様
に
愛
さ

れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

教
頭
　
名
取
　
俊
夫

伝
統
行
事
の
自
然
学
校

子
ど
も
達
が
、
と
て
も
心
待
ち
に
し
て
い
る
行
事
に

「
自
然
学
校
」と
い
う
行
事
が
あ
り
ま
す
。
自
然
学
校
は
、

学
校
を
は
な
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊
地
で
体
験
学
習
を

中
心
に
し
、
寝
食
を
共
に
す
る
行
事
で
す
。

こ
の
自
然
学
校
を
通
し
て
、
自
然
を
創
造
さ
れ
た
神
様

を
賛
美
し
、
友
達
と
の
友
情
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

本
校
創
設
以
来
続
け
ら
れ
て
い
る
行
事
で
あ
り
ま
す
。

今
年
の
主
題
は
「
光
の
子
と
し
て
歩
み
な
さ
い
」
で
、

聖
句
は
、
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
15
章
1
〜
2
節

で
す今

年
の
宿
泊
場
所
は
、
1
年
城
ヶ
島
、
2
年
箱
根
、

3
年
中
伊
豆
、
4
年
軽
井
沢
、
5
年
那
須
、
6
年
清
里

で
す
。
清
里
の
清
泉
寮
は
、
創
設
以
来
宿
泊
場
所
が
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
泊
数
は
、
1
・
2
年
が
1
泊
2
日
、

3
・
4
年
が
2
泊
3
日
、
5
・
6
年
が
3
泊
4
日
で
す
。

教
頭

内
田
　
光
生

春
の
親
子
遠
足

朝
か
ら
気
持
ち
の
良
い
天
気
と
な
っ
た
５
月
26
日
、

海
の
公
園
に
親
子
で
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。
集
合
場
所

で
待
っ
て
い
る
と
、
親
子
で
手
を
つ
な
い
で
（
荷
物
の

中
に
は
潮
干
狩
り
の
道
具
を
入
れ
て
）
歩
い
て
き
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
ど
の
子
の
顔
も
嬉
し
そ
う

で
す
。
進
級
・
入
園
し
て
一
ヵ
月
程
の
子
ど
も
達
・
お

家
の
方
達
と
の
親
睦
の
意
味
も
あ
り
、
屋
外
で
体
を
動

か
す
事
が
心
地
よ
い
こ
の
季
節
に
海
の
公
園
の
遠
足
は

ぴ
っ
た
り
で
す
。

初
め
に
礼
拝
を
守
り
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に

分
か
れ
て
、
親
子
で
ゲ
ー
ム
・
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
を

し
た
り
ミ
ニ
う
ん
ど
う
会
（
年
長
組
の
み
）
を
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ク
ラ
ス
毎
に
記
念

六
浦
幼
稚
園

六
浦
小
学
校

▲自然学校での思い出のスナップ

▲「いたよ！　見て見て」 ▲「輪になって踊ろ♪」

▲協力してサラダを作る児童たち
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Kanto Gakuin Elementary School
On July 8, 2005, 5th graders prepared salad and dressing in a cooking practice.  They had a good time and
enjoyed a delicious dish. 

Kanto Gakuin Mutsuura Elementary School
All pupils made overnight trips to Jogashima for 1st grader, Hakone for 2nd , Nakaizu for 3rd , Karuizawa
for 4th , Nasu for 5th , Kiyosato for 6th as School in Nature.  This traditional off-campus program has two
purposes: one is they praise God who created the nature; the other is they deepen friendship with each
other.

Mutsuura Kindergarten
Children at Mutsuura Kindergarten went on a trip to the Sea Park with their parents.  They especially
enjoyed shell-gathering on the beach on a fine day.

Kanto Gakuin Noba Kindergarten
The service on Flower Day was performed with various f lowers  brought  by the chi ldren at  Noba
Kindergarten.  After the service, they made flower arrangements by their ways to express their gratitude.

写
真
を
撮
り
、
お
い
し
い
お
弁
当
の
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
食
後
は
、
砂
浜
へ
。
こ
の
日
は
大
潮
で
潮
干
狩
り

に
は
と
て
も
よ
い
日
で
、
親
子
で
砂
を
掘
る
と
、
次
か

ら
次
へ
と
貝
が
出
て
き
ま
し
た
。「
い
た
よ
ー
！
」「
見

て
見
て
」
と
蟹
に
も
出
会
い
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
日
焼
け
し
た
顔
が
楽
し
か
っ
た

一
日
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

教
諭
　
鈴
木
　
直
江

思
い
を
重
ね
合
っ
て

お
天
気
の
良
い
日
は
朝
か
ら
ど
ろ
ん
こ
遊
び
が
盛
ん

で
し
た
。
新
入
園
児
の
子
ど
も
達
は
、
笑
い
声
や
裸
足

の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
周
り
を
囲
ん
で
見
て
い
ま
す
。
園

庭
に
は
水
の
道
が
で
き
て
い
て
、
高
い
方
か
ら
低
い
方

へ
と
流
れ
て
い
く
そ
の
途
中
に
粘
土
質
の
良
い
土
が
で

き
上
が
り
ま
す
。
ど
ろ
だ
ん
ご
は
何
度
も
繰
り
返
し
作

る
根
気
が
必
要
で
、
一
人
で
作
っ
て
い
る
と
、
た
め
息

が
出
て
き
ま
す
。
友
達
と
自
分
流
の
作
り
方
を
伝
え
合

い
、
工
夫
し
て
い
き
ま
す
と
、
失
敗
し
た
時
も
「
こ
ん

ど
は
こ
う
す
れ
ば
？
」
と
励
ま
し
が
得
ら
れ
、
も
う
一

度
や
っ
て
み
よ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲
も
生
れ
て

き
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の「
あ
り
が
と
う
」の
思
い
を
伝
え
た
い
。

花
の
日
礼
拝
の
後
、
年
少
児
は
お
花
を
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
に
仕
上
げ
て
お
届
け
し
ま
し
た
。
み
ん
な
の
や
さ
し

い
気
持
ち
を
込
め
る
と
い
う
流
派
で
、「
う
さ
ぎ
流
」

で
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
喜
び
・
い
た
わ
り
な
ど
を
自
己

表
現
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
自
身
も
癒
さ
れ
、
や
さ

し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
子
ど
も
達
で
し
た
。

常
に
聖
霊
の
働
き
に
助
け
ら
れ
て
過
ご
し
て
い
る
子

ど
も
達
。
思
い
を
重
ね
合
う
時
、
う
れ
し
い
時
、
和
解

が
必
要
な
時
も
、
聖
霊
の
働
き
が
底
に
あ
る
こ
と
を
信

じ
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

主
事
　
小
闍

千
恵

▲遊びをリードしてくれるのは年長児

▲選ぶお花にもその子らしさがあふれます

野
庭
幼
稚
園

 
 
 
 
 
日　　時 
 
内　　容 

会　　場 
 
主　　催 
 
企画運営 
 
後　　援 

申し込み先 
お問合せ先 

関東学院総務課/TEL： 045（786）7028 
　　　　　　　  FAX： 045（786）7038 
　　　　　　　  Eメール：soumu@kanto-gakuin.ac.jp 
　　　　　　　  http://www.kanto-gakuin.ac.jp

 
 
 
 
 
2005年10月8日（土）14:00～17:00 
 
第一部　14:00～15:00 
　講演　　　「横浜・ロシア・ドストエフスキィ」 
　　　　　　　松本　昌子　関東学院学院長 
　朗読／声明「蜘蛛の糸」 
　　　　　　　牧　三千子 氏（朗読）（女優） 
　　　　　　　齊川　文泰 氏（声明）（吉祥山寛相寺住職） 
 
第二部　15:15～17:00（通訳付） 
　シンポジウム「日露文化交流と国際交流における 
　　　　　　　　教育の役割」 
　パネリスト　　M・Y・ガルージン 氏 
　　　　　　　（在日ロシア大使館公使・文化担当） 
　　　　　　　　イリーナ・ガレーバ 氏 
　　　　　　　（Japan Tabacco Int'l PR Manager） 
　　　　　　　　河東　哲夫 氏 
　　　　　　　（日本政策投資銀行上席研究員、前・在ウズベキスタン大使） 
　　　　　　　　近藤　誠一 氏 
　　　　　　　（外務省国際貿易・経済担当大使、前広報文化交流部長） 
　　　　　　　　小林　和男 氏 
　　　　　　　（ジャーナリスト、元NHKモスクワ支局長） 
 
　（兼司会）　 伊藤　玄二郎　関東学院大学教授 
 
関東学院大学　金沢八景キャンパス　SCC館ベネットホール 
 
学校法人　関東学院 
 
神奈川新聞社 
 
ロシア大使館、外務省、ＮＨＫ横浜放送局、神奈川県、
横浜市 

しょうみょう 

日露文化交流と教育の役割 

日露修好150周年記念
講演とシンポジウム開催のお知らせ
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All of the summaries (except by Rev. Susumu Takano, pp 5-9, Professor Koichiro Nakahara, p 10, and Dr.
Tatsuya Fukushima, p 26) were translated by Mr. Tatsuya Senuma.  All of the English manuscripts (except
Rev. Takano and Dr. Fukushima) were read and corrected by Mr. Alan Botsford, Full-time Lecturer,
Department of English and American Literature.

Introduction to Alumni Association

Shionkai (Kanto Gakuin Mutsuura Elementary School Alumnai Association), organized around a core of
the first to fifth year graduates from the School, started in 1962.  The Association has around 4,000
members.  Its purpose is to promote mutual friendship among the members of the Association and to
support the School’s development.

Tanpoponokai (Kanto Gakuin Elementary School Alumnai Association) started in 1960. The Association
has 3,150 members including the 49th graduates in March 2005.  Its purpose is to promote mutual
friendship among the members of the Association and to support the School’s development.

関東学院小学校の同窓会は、「たんぽぽの会」と言い

ます。今年2005年3月の卒業生が第49回生となり、

会員数も3,150名となりました。会の名称は、小学校

を卒業した人達が，たんぽぽの種のようにいろいろな

場所、いろいろな時に飛んで行き、それぞれにまた新

しいたんぽぽの花を咲かせるがごとく活躍をすること

を祈念し、小学校元校長故水船六洲先生が命名したも

のです。

わたくし達の活動は「秋の屋外なかよし会」に食べ物

や写真販売で参加し、その収益金を小学校へ寄付させ

ていただくことをはじめ、12月にはクリスマス礼拝、

新卒業生の入会式、隔年開催の総会、総会のない年に

行う懇親会等、先生方にもたくさんのご協力をいただ

いて、会の活動を積極的に進めています。こういった

活動の報告と会員相互のコミュニケーションを図るた

め、全カラー版広報誌を毎年発行しています。

第1回卒業生は既に還暦を越えられました。12歳か

ら気持ちはとっても若い60ン歳まで、これからも三

春台の小学校の、そして関東学院全体の発展のために

たんぽぽの輪を広げて行きたいと思います。

たんぽぽ会
た ん ぽ ぽ の 会 の 紹 介（ 小 学 校 同 窓 会 ） 会長　木下利夫

・大学 同窓会　燦葉会（さんようかい）
蕁045-784-0310

・女子短期大学 同窓会　香葉会（こうようかい）

蕁045-787-7859

・中学校高等学校 同窓会　橄欖会（かんらんかい）

蕁045-231-0134

・六浦中学校高等学校 同窓会　六葉会（ろくようかい）

蕁045-781-2525

・小学校 同窓会　たんぽぽの会

蕁045-241-2634

・六浦小学校 同窓会　しおん会

蕁045-701-8285

関 東 学 院 各 校 同 窓 会 の 紹 介

関東学院初等科教育の嚆矢である母校。その卒業生

会であるしおん会は、昭和37年頃に第一回から第四、

五回位の先輩方が中心となって発足しました。現在で

は四千名を超える会員を数え、「会員の把握と会員相互

の親睦、母校への協力」を目的として活動しています。

特に母校の伝統行事のバザー（毎年、概ね11月3

日）では、毎年「手作り教室」を行って児童やご父母

の方々に楽しんでいただいています。

しおん会
し お ん 会 の 紹 介（ 六 浦 小 学 校 同 窓 会 ） 会長　小泉孝一

こうし



編 集 後 記

学報No.30をお届けいたします。
学院の動向や各校のトピックス
を中心に誌面の充実に意を注い
で参りました。いかがでしたか。
表紙には、昨年新築した1号

館、改築2号館の侍従川から見
た写真を、裏表紙には、同川沿
いプロムナードに設置されてい
る歌川広重作「金沢八景」の一
つ「洲崎晴嵐」の記念碑写真を
掲載しました。景勝地として古
くは江戸の庶民にも親しまれた
街、金沢八景。鎌倉時代には金
沢文庫や六浦湊を擁し、文化・
学問・貿易の中心地として栄え
ました。この碑は、本学院が自
然環境に恵まれていることの象
徴といえるでしょう。
2009年に関東学院は、1884年、
横浜山手に創立の横浜バプテス
ト神学校から数えて125周年を
迎えます。2009年は横浜開港
150周年の年でもあり、４年先
のことですが、その年を一つの
目標として学院事業を展開して
行くことになります。これを記
念して「創立125周年記念ロゴ」
を制作しました。関東学院各校
の校章は、平和の象徴であるオ
リーブをモチーフにしています
ので、このデザインにも採用し
ました。そして何より建学の精
神を端的に表す言葉、「人にな
れ　奉仕せよ」を加えてありま
す。このスクールモットーは、
幼稚園から大学院までを擁する
本学院の象徴的言葉であり、百
二十有余年の歴史をもつキリス
ト教主義学院のバックボーンで
あります。
今後も皆様に愛読される誌面

づくりを目指します。ご意見ご感想
をお寄せくだされば幸甚です。

総務部広報課

Fulbright College Master Teacher Award
By Tatsuya Fukushima

It is a distinct honor to be selected as the first Asian recipient of the Fulbright College Master Teacher
Award at the University of Arkansas, where former President Bill Clinton served as law professor and
Senator J. William Fulbright as president.  My first task upon taking office in 2000 was to implement
comprehensive reforms in the Japanese program including curriculum redesigning and integration of
multimedia technology as a tool of constructive learning.  Although initially overwhelmed by the legacies
of President Clinton and Senator Fulbright, I have been able to handle my duties comfortably thanks to

the enthusiastic support of my colleagues in office and my wife Gek at home.  Today, with enrollment
having tripled in five years, the program is gaining recognition in the state.  As a Kanto Gakuin alumnus
bearing a special responsibility to honor the principle of serving the world, I am grateful to have found
the Land of Opportunity.
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アーカンソー大学に就任して5年、ようやく大学運営システムなどがのみこめて来

たばかりの新米教授にとって、Ｊ・Ｗ・フルブライト生誕100周年という記念すべき年

に、しかもアジア人として初めてフルブライト教養学部最優秀教授賞を受賞したこと

は望外の栄誉であり、感激に堪えません。

アーカンソー大学は、政界進出前のビル・クリントン元大統領がロースクール教授

として教壇に立ち、「留学生制度の父」として知られるフルブライト上院議員が学長を務めた大学として知ら

れています。クリントン元大統領が冷戦後の世界に残した偉大な足跡は周知のところですが、冷戦下の米国

においてマッカーシズムに敢然と抵抗し、ベトナム戦争拡大を峻烈に批判したフルブライト上院議員の功績

も、近年刊行された自叙伝「権力の驕りに抗して」（日経ビジネス人文庫）などを通じてご存知の方も多いと

思います。同上院議員の名を冠する学部に就任した当初はその名前に圧倒される毎日でしたが、職場では今

回ご推薦いただいた先輩教授陣をはじめとする同僚たちに支えられ、家庭では内助の功に大いに助けられ、

今日に至るまで気持ち良く仕事をしております。

当大学に着任して最初に取り組んだのは、受講者数の停滞が目立っていた日本語課程の抜本的な立て直し

でした。まず、当時頻繁に行なわれていた食事持ち寄りパーティーなどにおける交流や話し合いを通じて学

生の気質・特徴をよく理解し、そこで得たものを教授法に生かすようつとめました。また、近年流行のマル

チメディアは通常の宿題などだけでなく、授業で学んだ成果を形に残す手段として積極的に導入するように

しました。その一例が中級日本語の授業で毎年春に実施している「日本語版大学プロモーションビデオ製作

プロジェクト」で、シナリオ製作から録画、BGM選曲、ビデオ編集に至る作業は全て受講生が自ら行ないます。

こうした改正が幸い功を奏し、着任時に60名余だった受講生総数が昨年には180名近くに増え、今年度

は副専攻課程開講の正式認可を受けることができました。日本の言語・文化に関心を抱いて集まってくるア

メリカ人学生の能力を最大限に引き出すプログラム作りに取り組んできた結果、予想以上に多くの優秀な学

生から好評を得られただけでなく、大学関係者各位から身に余る評価をいただき、大変光栄に思います。

アーカンソー大学キャンパスの歩道は「シニア・ウォーク」と呼ばれています。これは1876年の第1期生

から卒業生全員の氏名を歩道に刻んだもので、長さは8キロメートルに及んでいます。このシニア・ウォー

クに歴史を刻む人を育てるアーカンソー大学は関東学院のモットーである奉仕の精神を実現する場所として

は理想的なところであり、この緑豊かな地にチャン

スを与えられた私は果報者であると思います。今回

の受賞は私にとってあくまで通過点。成人式を迎え

たつもりで、これからも努力してゆく所存です。

授賞式後のスナップ写真（右から　ドン・ボビット教養学部学部長、
ケイ・プリチェット外国語学科長、チャールズ・アダムズ教養学部副
学部長、福島助教授）

フ ル ブ ラ イト 教 養 学 部 最 優 秀 教 授 賞 を 受 賞 し て
米国アーカンソー大学 フルブライト教養学部外国語学科 助教授●福島達也

活躍する卒業生

学院や学報についてのご意見やご感想を
お寄せください。
宛先〒236-8501

横浜市金沢区六浦東1-50-1
関東学院　法人事務局広報課
電　　話　045（786）7006
（E-mail: kouhou@kanto-gakuin.ac.jp）

福島達也博士　略歴
神奈川県横浜市生まれ。関東学院六浦中学・高校を経て、関東学院大
学文学部英米文学科卒業。その後、米国オクラホマ州立大学修士・博
士課程修了を経て、2000年アーカンソー大学フルブライト教養学部
外国語学科助教授に就任。現在、同学科日本語課程主任を務め、日本
語および社会言語学の講義を担当するかたわら、米国・ヨーロッパの
学会誌における論文発表にたずさわっている。主な研究分野は談話分
析、社会言語学、テクノロジー補助言語教育。
※アーカンソー大学は2002年度から関東学院大学の協定校となっている。



侍従川沿いプロムナードに設置されている歌川広重作「金沢八景」記念碑

23000

環境に配慮して

関東学院大学 蕁045-781-2001豎

●金沢八景キャンパス 蕁045-781-2001

◇経済学部（昼夜開講制）

◇工 学 部（昼夜開講制）

◇人間環境学部

◇大 学 院（経済学研究科・工学研究科）

◇法科大学院（法務研究科）

●金沢文庫キャンパス 蕁045-786-7169

◇文学部　◇大学院（文学研究科）

●小田原キャンパス 蕁0465-34-2211

◇法学部　◇大学院（法学研究科）

関東学院中学校高等学校 蕁045-231-1001

関東学院小学校 蕁045-241-2634

関東学院六浦中学校高等学校 蕁045-781-2525

関東学院六浦小学校 蕁045-701-8285

関東学院六浦幼稚園 蕁045-781-0170

関東学院野庭幼稚園 蕁045-845-0876

法人事務局 蕁045-786-7028豎 http://www.kanto-gakuin.ac.jp/

〒236-8501 横浜市金沢区六浦東1-50-1

学校法人
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